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運動中の血液粘度におよぽす運動療法の影響

商問典明・安途仁・ tJ-#，燦之・小板侃紀必・白(W限".中沖川品利・
川上武・刷江勝人・ 腐9附歳・礎部直樹・参悶浩・外IJ1~ニ・

内腿譲受人・野上昭彦・星筒搾・大鳥茂・谷口興ー

以前より紐繊源流.制定する附子として血減給'"と

副官僚の二大凶子が考えりれていた そして特区ヘマ

トクリツト儲，赤血縁の凝集，赤血燥の紡"'.血小阪

との凝集!邸盛際結度とい勺た因子が組織漕拠.網定す

る同予として大"関与するζともわかってきた"

血液純度に関しては，以前からアスリートや健常人に

対して院運動がどのように膨揮を及lますか検討されて

包た しかしながら心統患の既往のある場合について

は謝動様擦がどのように膨脅するか砿あ慮り般討され

ていなかった" そこで今臨む終息を持つ盆例に対し

て及湖聞の運動的泌がどのkうに血液結成区移容を及

ぼすかを倹耐し，長期"動療法的街脳性について等製

した

s方建
対象 M心疾"の脱 tl，のある血者 14 名.初~に
mmato祉制民M280 Sを用いc，厄T(card・oDul
町 ary CKcrCISC tωting) ~緒行し. Al'(Anacrobic 

thre陥 old)を求わた その後l与にわたって鋭過を迎

い，運動銀険金織焼していた運動総告発静8名と継続し

ていなかった非遜動銀法静"包の2"に分。た そし
て科ぴCPF.Tを緒行した以前求めたATレベルでの
運動を 30分間総行し.その時の運動前後にお付る血液

粘鹿およびヘマトクリット飽を測定した 血後給.，は

谷口 tN11式'"桜粘度計を使則した仕お"動舶には

水分の摂取U行わ会かった

s結果
l)ヘマトタリット値に関しては閥iにも示すよう
に以ドのような結束となった

-開制欄醐4巴ンター欄摺内側

{平釘HlO(H 附網干街亀殿町中 3-12)

非選動線拡包:においてはヘマトタリット似は巡勤前

のJ8.5:i:3.3%から浬助役ωl;t3.3%と有窓な欄加
を認めた(p<o.oD，

運鋤療法酵において怯ヘマトクリット悩は選'削，，，

42.~主 2.7%から週動後 41. 6主2.3 %と減少傾向を秘

めた.

2)血被精度{金血紘).)に関しては鴎zに示すよう
に以下ωょう"納拠と伝った
非ヨ量動銀告書併において路余血粘度が還働舶の

3脱走O.2l:Imf'悩鉛Cから遺動後31.4企0.3]mPa省

略 k増加傾向を示した。

2型動'"法包帯においては全血粘，.が巡動前の 3.14主

0.23 mPas ' 欝C から運動資~.OJ土0.2]mP旬S拠¢へ
とず"まな減少告示した(p<O.Ol)

J)越動"法瀞と非巡動僚法訴の聞には..，従事lilJl:に

有""は認められなかった〈図J)

'‘ 温動'医浪調 持遮男助蝶禽"
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通.... 町還m後 適齢別 還鋤Il

関 ， 運動'議鮮と非湿動，，~群担増での通勤前後にお
けるヘマトクリット値の推移



ロ000)SUPPU V凶"む随¥0 

..持"・a
再拝PE

同

】【• 

S品曲。肌
ωl 

'‘“"，... 
I B ... ・，. • ...... • x 

401 

。

a同I
食
。

-
~ 

5 

幽

土民三隈筋却の血滋&.よぴ磁調際化動懲図 1

VT 

a
g
骨
。

。

舗明険司IIIIK の上島ニ剛鏑"の・織畳.よぴ酒量康化動・と織~盤作創陳情値" T)の倒適

VT 
% 

VT 

0>2 

az
」旨
。
一司



間trちとなヲた ー万， Oxy-Hbの減少に比し.dO><ト
Hbの噌加が顕著なため &ω."温働側閥復に".院に

減少し，その後も例続的悦下後，およそω%(Vo._・}
付注で頭打らとなうたが， 一部の例では負荷鋳γ書室蘭

に相自加した.

陶 2に対象者HKの土A幅ヱ闘員帽僚の臨誠"および

，.'"化動館主 VTの関連を示す a駆動開処官後より剛
被1l$;l:JIllt訓告示いその後40%( Vo.畑・}付近から抑
S礎的に減少告示した 方SdO.低温動初朋の減少a
が急峻であ，.その後も逮働負荷のJヒ昇に伴い将棋的
に減少した，嗣エルゴメ タ運動で I~Oxy-Hbの減

少.dOxy-llbの楢加の着陸幽腐と VTの時間的関遣を

"b会かった他の6例においても同緩に.NIRSI句僚
のm加あるいは減少の変幽点と VTとOf埼間的関連
.'"めなか勺た.

以上"納操より.選動筋にお砂る酸礎化動態は...

.ルゴメ タ運動で路運動初期巳般事制限取が冗遇して

おり，血液霊は10%(VO，山}付近で顧す1ちになった
という点で下肢エルゴメータ辺助主釜鍵がめる之とが

不峻さ仇た これら四隻拠出.鴎エルゴメ タ週働で

"強い筋収縮により下肢エルゴメ同タ遡動よりも単級

火遁勤νペルで遜動働への血波が阻を監されるので。負
荷強度の榊加ほ伴る刷機.!iiUある強度までは培加する

が.ぞれ以上の温度では憎加の鉛度が少佐いか，ある

も白は減少することなどのためと考えられる

趨動筋の倒院議化動聞と VT'ヒの関連を綴告した先

行研究"で娘。 VT以上の溜動強度に伝ると連動筋節

の乳磁盛生が先進し，アシドーシえになるため Ubの

傾様弘山性が減少し.""貧務化が起こるとしている

本研究の綿織から.腕エルゴ〆ータ巡動で陥 Hbの脱

険常化の度合いが大きいと増えられるが.Hbの.".

業化と Vτ の時間的な関遡は認められなかヮ?な この
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ことから. VT が趨動般の，~I\!t~街化と関連していると

いう説明陥必グしも妥当で協ないと考えられ。今後さ

らに倹討が必要と勾えられる

s錯簡
本研究の結集，り.上風通勤では.. 勤初期，り隙嫌

'"紛および償請関係調院が完治しており，下舷運動との差

拠を認めた また，上肢逝動ではこ札らの動鰻と VT

との時咽的関遁"乏しいことが示唆さ乱た

S文敏
1l Wi取mJR， l¥IancIni DM， MeCull)' K， et al 
Noninva創刊d創出剛ufskelet川町民叫r

perfusion with near ・nfrarcdspectroso:;c，)J)y in 
patien旬、，'ithheart failure. αl't:ulDI，ω... 
1989: 16611-1674 

2) Arnold )M， Ribclro JP， and Colucci WS: Mus 
de blood flow durillJt forearm exerci絶 M

仰t削 swilh酬帥 h刷 r!fai1ure. Circukll刷
1鈎(J: 82 : 465-412 

3) iU網実介.樹被久夫..民調路島文， 1:;1 fI、前腕の.. 
腕時における活動防の自由来化ヘモグロピン・ミオ

グロビンillfWよぴリシ開度化合物語R腿と..胞内

，Hとeバ刻保体力科学 199ド5:<<:4箇'"
心渡辺虐行。陽桜騒ー，製本利払隠か窟動臓部

の血概量および."様化勤勉k鍋気凶値との関.

Th~r Ri!$ I約15: 16 : 89-93 

5) Miura T. Takeuehi T， S~to H， et al : Skeletal 
m仏割cledeqltYII苦悩tiundurir羽11exercl挺拙蛤製雑d

b，剛r-inrrarcd蜘"叩W 州 it9rclati卯
10 expired 11M司naly&is附"町'"肱 JfJnCir(; J 
1998 : 62: 649-651 
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運動負荷後の心狛数滅少過程について
トレッドミJtt;運動負衛隊惜濯を周いた

鍵常瀞と冠動脈袋!u揮との比鮫

s 目的

関野'"史・ 五1胤正樹・
武磁浩・中野

誕動向荷後"心微微減少治判U鮒綴呼吸系機能にむ

eずる逃走神純系機飽の"'..僻過制として考えら
れ明白負荷状搬からの循環倶能己実".目的とする企図

的反応である lmai~)"I.t遍動負荷前後の初..，秒の
心的教の傾斜が逃走神経機能を反映切るとし，定緑化

について報併を行勺ている 今凶悪延々は健常者と心街

思議血者を対象とし，商E容の選制負街からの心的数回

復過根を諸相側と比較した

s コちま金
運動負荷試験はト νッドミル辿動負術を MarQuete

社 CASE21 を附い。 B~.主義による多段階運動負術

試験をプロトコールとして終強邑した検査時に1::1:Scn. 
叩 rM~iClj祉 Vm.誌 21 を用いて呼気ガス分析を同時
に施行降気犠代謝闘似〈以下 AT)，信大..~m取歳

ωA下maxVO，)精舎測定した a語大負側{緑大ω拍蜘
から凶復過継の~"自放を巡陵闘に記録しコンピュータ

ーーにより運動齢了から.，秒間に対して心伯a裂の減少
過"を近似直鎗艇として算出近似直線の係数ωA卜
.dInI 30)を街標とし，商都問の比伎と各組記録舗との

検討を行ヲた

s 対象
益"心疾".窓動脈隣組侠患の既往歴，呼吸協系お

よび耐鰭複能障者の有無 心線組脅波倹炎.どにより

軍需と判断した 18人(タJ性女怜;10:8.平均年院
'"土17iI) ~無作谷広選出し健常勝(以下じONT) と

した.対して当院に急性心筋限移として入院t 緊急.

テーデル倹重量 PTCA スすント留E皇位どの訓告僚会胸

.東邦夫学大酬閥i附

何回刷醐.大岡崎西，.，ト"

正林浩商・ 山争;1造平・
元・ 山崎純ー・

した 23人(yJt金女性胃17:6，:.r.t句年A¥;57:t 13縫).
心筋便務静{以ド AM[)として岡鮮の比校舎行ヲた

M.1Iの内訳は1技術変息者 18人 2枝紛変聴者が5

人であり，治畿内容はP'fCヘ+ステン ト留箇例が 17

人。P'fCAのみが6人であった AMI鮮民対するトν

ヲドミル検査結行時期位発症3カ月〈平均2.6カ月)色

，.0ω， 
4叩

• 
ー

酬 帥

健常鮮と急性心筋領塞癖との比較

p.o.ω， 
</10130 ，，0ω， 

同

• 
6 

• 
2 

鎗常鮮と 1綾楕変， 2枝病変との比較

図 t
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した

S結集
運動後の~柏敏減少過e山本負の..数関数曲線金星し

可e::J.l1J .特に負制直後から31)抄聞に"いては車線JIl似

により良好な網附を得た CON1での近似直線の平均

値!;l:Y=一[0初8土0.0891X (R' =0.99)であり，その
係数(&ini30=0.8制}に闘して年齢および負荷盤との

附に相聞は認め勺れなかった AMJにおりる近似"

..はY=- [0.500土0.14]X(R'=0.89)であり， ， 
ini 30写 0.5ωuαONTと比般し優位に減少していた
(凶 1).AMIにおいて E伎的変。 2技術変患者側では
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4同・30に有窟盤は認めなかった責任箆動脈による比

較でも 2後術li:M.CX砿 LAD静，RCA脚のいずれ

の問においてもLlini30に省憲法を認めなか勺た{闘

2)今回の倹討で除LVEFとLlini初(R':::O.18)，AT

とLI!ni3O{R'=O.Oll.またはmaxlmとLlini30 (R'::: 

O.oou. % predicted maxVO.とdI凶3O{R'=O.32)と
の聞にも彬関関係ほ認めなかった(闘判。

s 老酒廃
運動負荷後の。拍激減少過額にほー定の近似iau保
歓を漢のることがで"" 発信3.円のAMIの心術

微減少過程は緩やかであり CONTと比綬し有温室登を

鴎ゆた このこと"諸君誌の斜告と併せ心厳腿走神経

系活動低ドの反映と考えられた AMIでの巡動負荷官

後の速走伸佳機能は冠動脈術複数や部位との相関惨な

かったが。心筋梗君事誕急性捌の 略的傷容が示唆寄れ

た 恒人的な低下でおるのかは倹骨が必裂であると考

えられたまた今回の繍討で院各年障問の分布?の初考，

動的役心臓自律神経評価法に対する再倹討が必要であ

ると恩われた

5文献
!) Savin WM， Oavidson OM， HaskeU Wl.， et al 

Autonomic c附 ribution畑町 ratereco町

fror明'"陀鎚 iohumans.jApμ刊明白./J9l:l2 

日制 15n-1515 

2) Oarr KC， Bassett DR， Morgan 8J， et al : Effec凶

of agc and traini時制凶onheart rate recov 

ery after peak e問 rclse.11m j 1刊'$u)/1鈴8
254(2Pt2) : H 340-343 

3) lmai K， Sato払 HoriM. et al : Vagally mediat 
cd hcart ralC r.….f<町"削腿"吋

ated in 11山"句罰 butblom.ed in palic~旬 with
chrooic hean 削 lure.j Am 白U白nliol1994 

21 (6) : 1529-1535 
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交感神経活動および心拍変動による QT時聞の修飾
微小神経電閣議による筋交感神経活動記録を用いた検討

稲垣正問・高木博・ '"凹徹・宍戸捻聡・ 俊雄隆司担・ 立脇禎ニ・

柳谷雄介・宮下 洋・ 版泰志・ 杉田r勝・砂川貸ニ・

精樽dlJAトレスや突然の運動などが£品長実燃死.起

こし易〈するという臨床総合があり.，起駿モデルでも

ストレスに瞬された動物で致死間不巌脈を刊現できる

ことが示されている これらのことから，致死的有鱒

脈の舟生には交錯例経治動が星箆な役割を援たしてい

ると権糊されてuる これまで。交感神経作動蕪遮

'刷阪や定常的=交感神釦刺激などを附いて。受騒神鮮

情動と心械の電気生理学明地質との関係についての研

究が4まさ札てきたmleしかし伝がら.急滋主主交感神経

活動の変化が心眼の電気生理?的性慣に及ぼす彫縛に

ついては不明な点が多い 心蝋次総死は後燃の紛神的

ストνスや急減復刻動などに伴って超"品いとされて
いることからも急激な受E事例経活動の変化に対する心

脳電気生理学的佐賀の過"'.)応答の軍要性は容易に紹

像されるが臨床的に女趨神経絹動のダイナミツク佐

変化.亦価することが困難であるために，グイヲミッ

タな交感神峰活動の変化に対する心艇の"気位縦学的

性質巳ついての臨時"野党は行われていない

ーカ.近年宿直小伸経略肉法による筋交感神経絹動

(MSNA)の記録が実績神続活動の官僚的静r.として
繍環穂侠思の術聞解明に用いられるようになってき

た本法は繁盛神経泊動の直僚記録であり 実感神

続活動のグイヲミッタ会変化を野価することが可織で

ある本研究では。 MSNAe心電図QT時間の関.か

ら急搬な交感紳経緊褒が{"宣再分極過程に及ぼす'"留

を推定した

s 対'"と方法
"品。バ建稼成人(Yl性白年働 21.3土1.5歳}全対象

とした

.，立錨・.街セ yター倒従減繍繍動箇働総邸

内田醐*岡市8・0合[，-7-11

.'"神経電図画岳により右正取神経から MS別Aを直

後記惜した田川じ電図は V，誘導を記帰した臥位状舗

で不級以.下半身徐庄負荷(LFlNP)を加えることによ

って繍倒的に実感神縦揺動を夜勤させ.MSNAと心

電図を"分間巡畿記録した。不規則な下単身陰正負荷

のfii.1}には4砂側附の 21if!(0， -40 mmllg)白色雑音
を附いた

心電図から毎拍の RR間隔。 QRSの鈎点からτ波
頂点までの時側(Q'I、.，を例制し。 MSN ，̂1m， QTa 

-t-1 Hzでリサンプリングして時系列データを作成し

た

実感神鰻絹鋤は"援作JにQT附聞を修飾する以外

に."感神鱗活動吻変化に仲う心崎放の変化を介して

01時間金修飾する MSNA， RR間隔， QTaの関係
を凶1のようq-1'iIにフィードパッグループ.合り系

RR 

回

回
w 
↓ 
QT. 

図 E 交慮綱咽阻勘およびRR間隔によるQT.薦問問鎗錦
MSNA 縞安婦澗経占鳳 RR:RR剛鳳 QT.
QTa ß~刈 11， V， W:~民知ノイズ1l 1:RR から

MSNA虫での閉ループ伝遺凋r.， 112: MSNAか
らRRまでの閉ループ伝迫間数 G'院院から
QT. までO)~;j関敏与G2:MSNA から QT~ tで
の伝a網敏
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図3M!lNAのステップ変化に剣するQh崎聞のa宛寄
笑線 Zド陶飢般線.，卸値主偲s舗ffi

と組主した ，，，.，・鑑椅助がQT崎聞に11<ぽ?官後的

彫・と心怖散の変化が QT時間に:&I~'''I惨"を分.. 

してS平価するために.3変lit(MSNA.RR， (，)"rll.) 9己
回帰号ヂル"を僧定し，MSNAのステップ定化に対す
るQTIIの応答MよぴRR間隔のステップ変化に対ず
るQTaO)応審会計"した

5結集
受信術鑑祈a闘が定の布陣台突燃の RR艦長により
QTa Iま*'13秒間でRR変化の約3%延長した後，がJ

60秒かηてさらに延長して定常に越すると鰻注され

た(図"

心釧..がー症の場合，突然の交繕神続緊自民により

QTa UJIDi留するが。初期の10秒間には一過性に延長



反応を示すと椴"された{閃"

s 勾興
本研究で般定された央舗の交感神経緊張によるQ1'
時附の過性延長反応の時制はi 動物実蛾で得られた

交感神経刺激による活動電位符腕時間のー過性嵐長反

泌の防相とよ(-致していた また.本研究で彼定さ

れた突然の心鍋徴変化に対ヲる01時附の応笹は.ヒ
トでべ-;，-ングレートを突舗変化さ守た匂合の前働電

位持続時附回定化とよ〈一放していた このことから

本法による機定はl分な納'.を符っと考えられた

s 総鋪
急5故金予定感神経際援の前後にQ"時聞は..，震信応
答を示すことが推測され.不盤線発生とa川刻速が示峻
きれた 本怯により ヒトにおいても安感神路活動と

QTの直蜂関係が評価可能k考えられた

心臓剛32 5U押 2 間 00) 17 

8支鰍

il Abildoskov JA : Ad附It:rl!ll'巳effects011 the QT 
interval 01 the e促 IrOC;llr<!iop:ram.Am fJC(.川 J

1976: 92: 210 

2) Mart;ns JB and Zip悩 DI': 1::1(，閃旬。fRympn 
thetic n叫 vagalncrv偽明町Qverypro関 川 町

。fthe e凶lCardium 帥 dcpicardium o( lhe 
canine left ventride. Circ RI!!o 1980: 46 : 1似-
110 

3) DeIi凶 W，HaほtbarthKE. 1'1ω琢也1lA.ビtal 
G納金ralcharacteriRtics of!<抑llpathcticllctivily 

in h¥1lni¥n m~副 e t¥t'rves. A曲四戸'0/Srond 

1972 例 G!)-81

.，赤地弘次.'例"東一節ダイナミツクシステムの

統計約解析と制御I サイヱシス社，197沼
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慢性心不全における反復性 rhythmichandgrip時の

筋交感神経活動の検討

横山令制・湯浅文総・彦板誠・ 味付純・

元賓将之・杉浦哲朗・・ 岩桜補三・

遜勤時の交感納屋it"奇跡は，通勤篠弘週動強症、温
動時聞により決金っており。心疾必B却にお砂る巡動凧?

の交感神腕信動の抑制は明らかではない Stern~ ら"

は鉱包licIt帥dgrip..x..rc鍵において，心不全例にお

砂る交感神経精勤岡崎歯周度はiE常例と問等であったと

+厳命している また sm理rら"はrh)1:hmichandgrip 

悦郎官出時の交感神縦活動怯正常例に比しむ不余例

C司台湾"旨附加を示すことを維告している

今回我々は，伺動的持続巡動負荷時のMSNAを続

均的に棚定し。反復位徳動的持級建働が交慰仰位活動

にあたえる修響を検討した

重対..および方法

対象は慢性心不全鮮として.重篤な合併症を有きな

い隊問性心筋艇2露出10例{平均年1)58:日歳。クj性9
例女性l飢防ilm艇[f!;8 91.札千明附携2例 .¥1'均定
宿駆也事は38:1:12%)，対側併として正常郡10例{平

均年自協同士10銭。 全例m也左室‘sIIlB併は6枇 6%) 
である 30分の安静臥"'後心的敏"'血庄司Eニター

下に。属大筋力の30%強度で.2抄収縮.3砂u止の
rhythmie handgrip ilI怖を僚候限界性に継行し(l'iTllt

EX)， 5分間の休比の後に碍皮肉織のrh)'thmic

handgrip(Second EX)会施行した

測定項目として.MSNAは左麟骨神経に鰍 h電債

を何入し祈勤電位を逮鋭的位記録するこ左により

1分間の ho.m;tI!Cにで官単価したさらに安静時から趨

動終γ"の b"斌数~変化を変化率[.a MSNA=
1，刷k加国s - re~tb¥四叫ん回加国凶1刷 %Jとし

一一一一附{問酬叩文剛r10 ]5) 
蒔剣l雌将共学幽6本検.医..座
{守7町四岡市岡山

て第111した 平必J体血圧hnean 15I'} 1.1トノメトリ怯

(JENTQW 7700.コーリン社製)により.心鈎鍬(HR)

l<l{'-官邸十より，各々 連続的に測定レた。

s結果
1)巡働時間の比較 趨動時間は心不全鮮において

有窓に勉航した何回tEX: 1.200 vs 564土84蛍ヨ，.

SccondEX 1，0.鮒土1随時<86会136舵，.pく0.0りま
た.同"共に&coJldEXにおいて巡働時間の稲舶が

認め6れたが。その制度肱心可余君津のみ有Z露であった
2) fir~l EXに."る MSNA，BR. n加eanIWの経
略的変化(同 1): HR， mC3n BPは巡動と共に網目加

し，還車各ステージに釘いて，両群問に有窓授は認め

なか勺た 方 MSNAは，筒僻共に逗勤時有芸者な噌旗?

を認め.心不全勝に結いて".fj窓に高健であった しか

し，その夜化1:1:.正常郡では巡動中期より刷加したの

に対し，心有企毒事で肱運動初剣よりす制加した

3)町内tEXと&ω .dEXにお砂る MSNA，J1R， 
日、canRP a)比般{凶2):HR.l時 anRP tl共に開閉
EX， Seco叫 EXい切れにおいても，週動に従い榊加

したが，運動各λテージにおいて両幹聞にr.Htiaめな
かフた ー方白 MSN̂ は心不全群において安働時より

仇怨に榊加しており(23主 8v~43主 7bllTS'凶 mln.p< 

0.05)， s:火還動剛志においても，心ヰ企併で~有車震に高

値でN... ，t.ど(ド同tEX:42土6VS :j~ 会 12bI.，剛sJmin.

p<O.05. se師、dEX:36:!:5vs59土12加"wrr山，
p<O.05). 

4) MSNAJf!I加岬の沈殿{図3) 安飾時から最大

混働岬までの変化調院は心不全群において 33%から"

%(p<O.OS)と巡動凶反復により省軍まに筒偵を秘めた

が，正常併において1;l110%から 105%(p<O.OS)と

趨到の反復によって有倉に低下した
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還勤時の交感神経活動は健常例に比し心不全例にお

いて柵加していると鮒備されている，，" しかし，反復

位鰍動的持続濯動と愛媛神続留耐の関係拡明らかで〈ま

い 本研究で".反慣性怜動的持続適勤が慢性心〆ド全

例において，交感神経活動に如何役る修響.与えるか

を繊討し?と

Bat町、""ら"は健常例にお"る rhythmicha白dgrip
exercl5eに必いて.MSNAは送動初期には有意な相

加を留めず.運動中期より著明に婚加すると報告して

いる S什'"ら'は健常例と心不全例を比鮫した結操，
健常例に必いては遮動初期には著明な MSNAの瑚加

を認めなかったが心不全例では巡動初期より地加した

と報告している今副税々の検討でも Fir鉱 EX"に"

!;f問機の紡5裂が"られたが』ω，dιXで砿町四tEX 
に比し。正常mでjj:MSN が̂減少したのに対し心不
全勝ではm加した このζとから，ω不全例において
溜動の反復が安感神鑑活動のさらなる賦常化を来たす

ζとが汀唱舞された

本研究でU心不全例にお砂る度復運動が受峰神陵情

動の文部を引き起こした蝋闘は明らかではない 組動

的の実感神縦荷動に f;tcentr~l 閃 nmll l1d と逃動

1剛山陀scx;O!重慶であると報告さねているQe 巡動

防御圧が婚加すると3舎に 動脈亙受理事体反射の作1鮎点
陪賓~鎖域に僧位し"鰐tt itlRする ことにより反射伎

に交線神経活動が;'l.遇される さらに，動脈犀受容体

庚射を介する焚感神経婚の冗進だりでは還御悩の酸議

需硬に足る漕流圧が維持で君信いため運動筋に使労物

慣が省繍し.metaboreftexを介する交感神経緊張が動

員きれるようになる このことより，本研究で附いた

反復位律動濯勘は心「也例j;;.t:lυる運動筋の低酸".
acidosisを密閉に助長し，趨動 m"，加陀何回 がより刺

取され，その結果，血管還弘仲舷.介して反射性に受

峰神経系金制?に冗過させたと推黙された 正常例で

の反復巡動による交感例経絹働の減脳の哩院は不明で

ある治九可限性として5ecoもdEXで趨勤時間が浩平

包鮒していることより，慣れ現象がiじたのではない
かk権第き礼た

長上より。心不全例でM侭労作の総り返しにより交

感神経結晶がお巡する可能性が示唆され，口敏生活に
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週動的連動後

非遮動調置議爵

還馬術 運動後

関 2 温動愈迭"と抹置動岡町迭TMでの霊園出前偉におけ
る血漫納庫{全血柏度1m量移

S 考機
運動銀白鳥のもたらす効果がいろいろと研究され，組

織漕泌を規定する因子についても多〈のことが分かる

ようになり， 血液粘度と ，，~傑の二大凶子が煎裂であ

ること均吟予かつてきた 今幽心探忠雄i者を対象として

民期間巳"砂る遜吻湖訟の効然記フいてヘマトクリフ

ト値， 血液粘~I会血糊演)。 胤嫌斜慣を測定すること

で検討を行った。

ー終的にヘマ トクリヮト飽は選動によって上昇する

が叫今回"館総からは運動僚法a揮で減少傾向を認め
た。これは多くの文献と制民ずる純然で"るが.ATν

ぺルが運動機滋開始以閣に設定されたものであり，連

融療法併にとって俗渥動負街宣訟が低かョた可能性が考

えられた

血液枯摩{全血紡皮}は運動剤費該群で有窓に減少を示

し。また血場粘，.では両四聞の有意"'.認めなかった

運動自慢溶解 非理動書官逮鉾

，..， 

図s量動1112!l1曜と非道動個展途欝周での事動前後におけ
る血機純度の維穆

これは員量動効燥がヘマトタリクト~の変化"よぴ"山
球の)11分布を反映した給処と脅えられた

本研究によヲて'"実息を有ずる場合にも，長期ト ν

ーニrグが '̂Iνベルのヨ誕百加での血液粕度(全血精

度).1:界を抑制し，血液νオロジー効燥をもたらすミと

が示峻された

s文献
11緬m市蔵動的運動負荷訴闘における血液鮎度の
役綱 領環鶴鍋}賞者試殿弘 改訂罰百3版J9ゆ1，295 

311 

2) Adachi H. et :11 : E作目:tof exerc股 level刷、

blood viscosity in patients with chronic heart 

印刷同 JQml町内iluro199栂 4(~uppl~ 2) 
115 

31商芥滞日，ほかスポツ活動と血液レ窓口ジ
臨床スポーツ医学 199附 15: 1357 13ω 
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おいて心不全""化。 不整脈の出現"どのU:~雪が.様
であると考えられた

S 給霞
心不全却にJ-JIずる魁時間の連動の反復M注窓を要す

る。

5 文献
il !>tems DA. Etti.c:er SM. et 31 : Skeletal Musde 
Meta加問ptor E~erci""， l/esponscs Arc 

Atwnuated in Hcnrt FailureαI't:u/ntω..1991 

SI : 20J.!-2039 
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"削除rDH， 5U111" G. et al : A恥redO1l'dl~nisms 

oi 8ymvathctic Hctivalωn uuri噌 rhythm比foro

arl11 cxcrCISC川 hcanfnilure. J AttかPh}'Io;QI
1998: 84(5) : 1551-15切

3) Batm舗nBA. Hardy JC， Sinoway L1. ct al 

s叫鳩山"時間rvcactivity during prolonged 
rhythmic forearm cxe花田 j Appl Pllysiol 

1 99~ : 76(3) : 1011宇10"

~) Mitcホ.el1JlI : N凹 rillC01山ω凶，"，α代ulaliQI1
<hlring cxcrcisc. A肉、(!riCllnC川lej:leof Sp()rτs 

Medicine. H児10.141-154
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心不全患者の呼吸筋脱酸紫化と

時吸困難感について

寺門節緩・竹内徹・位機惚・ 三浦剛士・伊吹山千附・

労作時呼吸附鍵感陪慢位.，.司会..者の2量測信自覚

症状の一つである 呼吸闘機感とは，属高"鰍や大樹皮

質巡動野から剛力さねる遠心性シグナルヒ気遺跡

腕.11.rtn管内などの縁々な未納レセプターから胤力さ
"る求心性νグナルが複維に相互作阿しながら偶成芭
れる楊覚であるii.む不全噂物の労作哨呼吸闘腫蛾と

安静称呼吸8農協や燥大道事勤時の呼吸数，担囲気3tFgどの

拠気荷風そして，遺骨I'のlhIa.PCWP.般大俗務
自聴取量乳酸浪度には良好~州側がなく 呼吸罰鱒感

精強の詳細は未だ附明.ねてい信~.m) そこで，呼吸

筒疲労の庫川"ーっと勿えられる相級筋艇健司際化がゆ

不全忠者の労作時呼吸附嫌....俸に関与しているかに

ついて検討した

8対.. 
慢性心考会'"降 19名をt-1lI長とした NYIIA I 
-11 最大酸指録取:!I:I::23.5:t5.S mllm前同年闘
は52.9:t9.4歳

， ，信語審

判し姉運動負荷...鑑位ヱルゴメ タ.mい， 20ワ伊
ト.，分聞のゥ，ーミングYヲプ後 10ヲツト毎分の

ランプt毛布.痕候限界性に行った 附"に近彬外分光
器のプローペ.補助呼吸簡でhる右前銀筋土に同定

し.，製鋼時化ヘヨEグロピンが依下脱殿様化へ毛グロピ

〆合1楢加する変局点から附IfIUi!iI拠段ヨ齢化開始点告決定

した

自覚的時臥鮒婚は18801g scale(6-2附によ9卸価

した 呼気ガス分併儲拠より ETCO.が徐々に低ドし

VF.IVC仏が噌加する時点を呼吸縫代憤点(RCI')l:: 

-問問調陣内

(T 160制ω ...駅前民新術 6-1-])

決定した民CI'に"ける Borgscaleが IS(きつい)以

上と呼吸附燈感が易自鎖しているものをGroupA， Sor!l: 

ilCale が"以~-~Group Rとし対象を三静に分銅し

比鮫検討した

s結累
A -IJ /111において年ii!(A: 53.0主9.7.s: 52.9企，.，
..，.身良川 167. J土8.0，B: 161.4主4.2cml。体重

(A:65.1土12.4，R : 63.7:i: 10. I kgl. EF(A : 29.8::1: 
8.8， 13: 35.6土8.7%1にイf窓差がなか 3た a最大限指
般取盤{A:24.1 ~ヒ 6 .3. 13: 23.0:lヒ4.8ml/min/kgl，
娘気候代謝側鎖(A:15.2%2.2， B: 13.9土2.8ml/

n川!/kg)，そして.RCPにUiJる殿様恨取量(A

20.7企4.1.B: 19.7士3.3ml!min!kg).呼吸像M
22.1;t7.2. R: 21.5土4.4/I11in)，1 I!H胸気 ~(A

1726.1土382.7，胞 1639.5土337.2rnll，分的傷気鍛

IA “4%8.0. B: 43.8土1.0f!min)にぜI窓謹を認め
仕かった aた minVe!VCO.(A: 35.63::1:5.68， B 
36.59::t:5η)， VF.-VCO.slo開 (A: J3.6:1:8.4， B 
33.6会6.8xl0・}に有"裁...め仕かった 呼吸筋脱

a農業化均倒的点がRCPより早期に出現した'"例がAに
有窓に多かった (A : 10例小7例， s: 9例中 3伊L

))<0.05: ;r'*"定)

s 考察
心ト司、金他者の労作時呼吸附姥舗については。a最大負
荷時の症状を検討する"傍が多いが 負荷盤により盤

状が変化することを考えると，ある】定の条件下にお

りる即験凶賊艦含評価した方が。より枠制律検討が可

能と思われる.検気丸;巡が始まる直前の RCPI~. 決定
が容易でる，.代謝においては，服ぽ附等なνペレに
ある そこで，Rcrにお砂る呼吸困鍍感を績刷切るこ
"ごした
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俊性心不全.¥!;WtU，査疲川九呼吸筋血穫を織牲にし
て下肢への血施を維紳唄るため，換気冗過により生じ

る呼吸筋仕事鑑網目加に見合う血施が俗られず 低仇術

より呼戦筋に脱自慢撫化がIIjJllすることを以前線告し
た叫

呼吸闘健婦が僧輸していると勾えられるAには.呼

吸筋股..~化訓鮒点が腿じV より"捌に出現する鑑例

が有窓巳多〈認められた これ".呼吸筋亀疲労の~"
の一つである呼吸防御峨裁が早<111現するため，呼吸
筋限縮不全が生じ.大尉が侵攻する検気量が..鱒でき

ず，追心性シグ今ルと，.~...シグナルにミスマッヂヵa

生じることから呼吸附鰭舗が櫓出するk考えられた

府覚的時吸狙聡K撃の静舗に BorgScAle t用いた
が， RCPにおげる""噌Scaleが..，不全It，;fjでは

9-HIと散乱レており.再現位について以輸磁を裂す

る

s鎗陪
呼畷筋民m耳障化1;1:，心Z守金!!.'ffの自覚.'"吸困思媛
噌鎗に関与している。

S文・a
1) Manning IIL 8nd Scliwart副 einRM : Pall凶

凶四01010'of dYSI)nea. N Eugl J /11M 1995 
33:1: 1 5~7・ 1553

2) R嶋sell50. Mcneer fR and Higg 切(ham

i¥lB : F. xc同 îO~剖 d廿渇n陀品川 henrt fnilurc: a 

叩 nptomunrelated仰仰Imonaryfunction at 

尚治IOT durilll: excreise. Am H，ω，1 J 1!売.
ll:i : 398-~侃

3) S叫1;¥，8111111. Higg加，oothm削nM6 and Cobb 
1~'C h肌a副山崎川il~lωn in PllIi帥

w;lh仙 ronieh“rt (ailurcα'ycullllion 1錦8:
71 : 552-559 

4) Terakado S. Take叩chiT， Miura 1'....tal: Early 

眠 urTC附，1，駒山岡山"蜘xygellll

lio凶 durin~ 蛤.'花町￡誕 in Plltient~ w山 chro州C

加川 {ailure a繁踊scd by Near-Infrared 

S限延troscopy.Jp" CircJ 1999 ω 91-10j 
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慢弛心不全愚者の筋内代謝回復は

骨格筋肉oxygendelivery れる

花岡盟希子・ 沖図宅医ー・ 米1事}也・ 永弁館協・ 商鳥;:閣・・ 北働顕・

s 首長および目的
慢性心不全患者の下腿底思時動後の骨絡筋際費情動餓

および筋肉代謝はともに閥復が遅延することが報告さ

れている 今回"々は筒代謝の回観遅延k筋内殿務化

紋燃との関連を調べた

5対.
慢性心不全忠者(CUF)は NYIII¥[1-11(0)鉱彼型心

筋W::8名。健常対闘仰7各 ffi位自転車エル fメータ
-(15 Wramp)で測定した口'F併の緑樹破損保熊取量

は平~J 19.!>土!>.8ml!剛nJkg，心プールシンチで測定
した"宝11<'益率峨ザ均23.6土17%と侭下していた.

s方法
運動方法は。名下昆三朗筋による'"関節底制定常運

動.10回/分を6分間緬行したのち溜動後回復則にお

りる訪指僚を6分間税務した.同じ負柑装置を用いて

湖定した辰'^医由箇力の50'揺を負荷，.として用いた

s繍討項目
骨格筋の磁調抵制問状闘を野価するため近赤外線分光

訟により骨格自隊内の周質素化へ毛グロピシ(oxyHb)を

測定した筋肉代謝の静舗には"P磁然共鳴スぺクト
ロスゴピーを用いて商エネルギー鱒般化沿句である筋

肉クνアヂン繍険(I'Crl'I"測定した哩，.上無償鋪r，
との和が一定であるといわれる pc，は絶対盆での.. 

視ができないので。信号の良し慈しを補ι~するため刊
との相で険し PCr/U'Cr+Pj)として繍縮化した (以

下町rは，観測院包rc，を窓叫する}陀rの回復遮.を
評価するため四俊則 f刊c，に}吹御数回婦を行い回復

畑一問問

押併泌総~ ... 阪市北区立時条酋n目}
叩叩ヲ〈…-

時定数τpc，を計算したまた， oxyHbの凶復速度も

同僚の方法で求めた

図lに遍動中"よぴ運動後のoxyllbOJS::化と 巡

動向UOUlo.附定数の求め方会示す筋肉のへをグロビ
ンの碍飽満臨書度.，oxyHbは趨鋤により脱酸様化され

た組輔のE捜索化状磁の凶復を"味し。叫"可合成速度

.， YC，は骨暢筋のずI酸端代謝能力の桁僚と"る

s結集
繍点"とcJ[[訴の典型例全国2に示す健常a障の
.， oxyHb，τrc，の平均制はそ札ぞれ28.7:t7.7居。
35.1会6.6島氏，CHf鮮の.，oxy Ub， .，. l>jじrの平均値は
それぞれ ~7. 3:!: 6.~ 配(;， 83.7土38.7sec でありいず

れの附定数む CHFftで彪民していたまた.，関紙IζT

oxyHb，横倒に，PC，をとりプロットしてみると{図

3 )健鍛群において肱引JxyHbの値にも関わら rす
vιTの値Uほ限 定でるり pc，の回復速度は
oxyllbの岡山速度にあまり修響をう"てい伝いこと

がわかる.ー方CHF綿ではτ。xyHb，.， PCrの防に
相関関係を認め，このことから I'u の同復速度は

O誕yl!bの向観速度に影響をうげている可能位が示唆
された さ均に銅sで示すとおり 健常許と比べた
CHFの PC，幽復途援の程度肱ωxyHb回縦遅泌をよ

回っていた

s 考蛾
慢性心不全""の主訴のひとつでめる選獄後の筋鋭

労窓抵の原因のひkつには舗内の高ヱホル，←鎗M織化

合物{クνγチy鋪俄)糾合成の遅緩が関与するといわ

れている そのW合成に'"度当憶が必膏であるため筋肉
の酸F特訓態の検討も重要になって〈る 慢性ω不全患
者の遜鍬川1および趨動後"筋肉同質素動I!"筋肉代謝を

個々に検tlしたもの怯過去にい〈っか報告されている
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time (附)

"'c oxyHb田 28sec

τPCr・33sec

time {，槌"

τoxyH b""53sec 

τPCr司 110sec

関 2 各奥富世間聞のoxyHbおよびl'Cr回復(左}とそれらに側rveIiU・時を待ョたむの{右}
tirne匂，，'
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1‘。

1初 O也常群

". .cトF / k-6.7 • i • 
ピーー--泊五;'a，E 制• • 。‘・ 。eOp0，，0ao4，o e"  

泊 4 --
。キー--
。 w m 開 • " 初

τ田 yHb(sec) 

国 3 告崎定融閣の間保

が，双方を同一被検者で比急刻質討したものl三少ない

~殴我々は運動小よりも安定したデータの得られやす

い辺動後回復期の局所管倫筋"..粛勧鎗と代謝金測定

し，それらの関係を検討した巡動後のPCrIID復時聞

は骨絡筋の有殿様代謝能力をあらわずといおれてい

る oxyHb.rcいずれの阿復時間も遅彪していたこ
とは 心存会患者では骨絡筋筋殴素化状惣の悶復遅延

と有限嫡代謝能力の低下があり，山不全血者の筋庫労

カ1遍婚する現象と附与している可能性がある 今回の

笑阪で，健悦併においては ..oxyHbl;l金例約<2秒以

下であり，その範闘では筋肉般化ヘモグロビンの回復

速度忙凶わりずI'C，の岡復巡俊はぽぽ同slIi:"C'.l:)り。

どんf.~Iこ1分な般鶏供総があゥたとしても.rCrの悶
復時間はー定であるととが1示唆される 関胃すると。

エネルギー代謝迎獲をうわまわる十分本血流があると

勿えられる

それに対して慢性υ不全勝では健常"とは拠伝り各

パラメータの回慌速度に柑間関係が見出せた とのこ

とから PCrの回復は組般の殿様化状閣に彫留をう旬

ることがわかる.

.た，凶3のと }JI)，>v不全併に"いて悶lHbが回

復してからさらにl'Cr!fiJ慨が選揺していたことは，傾
倒"自の回復のみ会らず エネルギー同合成の過額ι
動拠徐があると考えられる すなわ1';..c.，司会鮮は骨

稿筋での酸常利用に見合うだ付のox}'genddivery b 

し〈は出何時。"が不充分であるのみならず，ミトコン

ドリア，，"捜索判附能力など又ホルギー糾合成に関わる

なんらかの後能が低下している可能併などが推定され

る

以kの新娘か旬。機性心不全勝巳おいては ToxyHb 

が PCrl'I合成のr.ltelirnit双 fndorのひとつである

が，それらのみならず骨格筋¢再捜索利用能の低下など

r'Cr jli合成過般ωぬ常も作在することが示唆された
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呼吸性心拍変動に関与する

左室圧変動の周波数依存性

線宝秀司・ 麻野井1ii次・

iII山智樹・ 平井忠和・

む伯変動の大a~ 1;l:1I"f¥喰数により変化する" Sa111 

らは呼吸性心拍変動は低周滋領以ほど大き<.これが

自縛神経稲動に対する湖結節I})LQw-pass filtcrの性

質に忽咽することを示した町 方呼吸は動脈原告変

動さぜる したがって呼級伐の血圧変動が正反討を介

してω伯変動に膨悔する そこで"々は呼吸性 心~:lMr:

働と刷直変動との閥迫性.匁よぴ曲雁'"閣に附与する

血行動障の呼吸依弥慢について般討した

s対象および方法
対象"心終息患者7例で"性6例，女倹1例である
滋健心'"血"狭心症4例と隙H性心筋梗""倒で7 平

均左室駆川調院は:00%であったむ誠カデ】テル倹盗終
7後.，匡室内。こ2Fカテ先γノメ タを内談した6F
のコングタタンスカテ Tルを冊慢し，左肩iUt:容樹

および呼吸斑"を迫観記録した。呼吸周期の変化に伴

う血行動総の変励金評価するために 0.06から 0.5

H，のランダムな周期のピ プ脊にあわせて，回予想換を

5分間げすわせた別 RR間開。左憲民および左蜜容械を

1 K][zでサンプリングしたのち 4 llzでスプライン

網開会行い呼吸~'"と問時系列のデータを作製した

呼吸変動の残血行動飽への鯵仰をfl(i塞関鍬のi:!llnヒ

""四T"coh"r~nc" で都画した

S繍集
呼吸ヒ心拍数，左家正および左~容械には O .'"から

0.51bまでの広い範闘での目以ょの附 IIrc cohcr 

，=を示した(呼吸む伯数 O.64:tO日 呼吸伝大

衣室圧 0.77主0.12，呼数緑小志該医 0.81主0.09，

呼吸鉱袈末期容械 O拘企0.05，呼吸司1閉館凶量

前"雌"縦約大学.，内側
内冊目抑制市岡剛)

五般有紀子' :r;瀬久也・

能沢孝・井上博・

。初土0.05)...-...給量官動"遅い呼吸ほど大き〈なヲた

腕陸内庄の"化金鋭敏に反映するとされる属小左盆圧

に対する呼吸倒燃の膨響は小さかったー方，媛大佐

重圧は遺い呼吸では最小左重圧と同署極度の変動を示し

たが，呼吸が遜〈なるほど変動がm大した 1幽約出
盤および鉱張末期容積も，同僚に呼吸が選〈なるほど

大"夜働し，鍛大 正笠原の移動と矧似した(阿J)

s考線
呼吸性む的変動は呼版刷期が選〈なるほど機大し

た ζれは岬畷判捌を夜勤させたときの前負荷. 1闘

柏'""および鰻大左盆匡の変動線式に矧似していた，

呼敏性心揃変動には①跨反射②飾の仰燦受電話機.

およ似③呼吸中Mo:，I'.に関与している既反射を介す
る心街変動l;tpj"loli r~')によれば全体の約半分を.

めるとされているが彼らの倹日守した呼吸周期は0.25

H，は限られている
そこで我々はヲングム周期の呼吸を川いることによ

り，心相変動と名血行動飽街僚との伝達特性金総討し

た そのお果 億周波領織の呼吸性心的変毘カには呼吸

による附負荷変動が左宝庫を変動さぜることが震後で

あると考えられた 芯賛同期容抑から左芦iL左#.I.t:
から心術後動{圧反射}の影曹が，呼吸にはほどん"'修

容され牝いζとb 土局己の解釈を支持ヲる所見と忠む

れる(図J)

以ム心倒変動の呼吸周期依存位には~"節の白保
神経応答性だ"で従〈呼吸周期依符牲の1'IiJt当初および

血圧変動が関与切ると結論される

s文献
1) Novak V， ct ~I : "曲JCllCC01 res])ir~tio 町、

hcan rate and blood prcssure tluctuations. J 
Aj砂11仇略"0/1993;U: 617-626 
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有意な冠動脈病変を認めない僧帽弁狭窄症患者の

運動負荷時ST低下を規定する因子の検討

千夢路育雄・ 上嶋健治・ 銀問測也・小林舛・ 111崎琢也・ 斉藤雅彦・

傘失責紀・巡繍沢 笑・ 庄司路子・梅村傘窓・ '1，村溜喜子・
斉藤花織・ 佐激滋・ 繍英明・ 深見鍵・平盛勝彦・

s 背"と昆的
虚血性心機態の渥動耐容飽を測定する際に。STの
低ド度 1J.!It欝な病棟とと~ó. しかし心臓ゆ撲を提唱型計

の運動負僻心電図のST変化M少"からず鱗聡さ
れ円安静雌の決定や運動療訟仰施行の際に刷題とな

る特に僧相弁狭湘位(MS)例では"傭冠動脈にもか

かわらず運動負荷時にST低下を示すことがある"
"守は.冠動脈脈泡帰により忽..脈術変のないことを

礎秘したMsa例に鋭敏限卯笛の溜働負荷鼠験を施
行し.ST変化に"符を与える因子について検討した

s対象
I鋭NfF' I円から 1開8年 12月までに当院を受診し

たMS息者で，大Bぬほ浪弁および償制包弁に3度以ょの逆

泌を合併せずi 冠動脈泡膨WH各行してE常窓劃脈で
あることを確認しえたJ7例〈列日例，女"例，平均

年幽60俊}を対象とした なお，巡動脈狭窄皮の併両
には 削 IAの後精度分績を使mし， 50%鶴旬以卜を
E常遜動脈Jとした安静時心電悶で.澗調体がl.'例

(SR聞，イ滑細動が"例((Af聞であった また心
室内伝導隊也.示した例は除外した.全例が事''''省略を

内服していた またジギタリス内服例は3<倒であう

た

s 方法
①全例に坐位自転車，ルゴメ タを用い.3分間同

ワmーミングアップに引き続き，時気ガス分祈を"''''

して症候限界伎の運動負総武騎を縄行した.Moson-

Likar変訟で 12 認噂心電~同記録を行い"聖火山崎数

と娘気性代謝附似(AT)およびn誘得と V5i:常事での

併酬帥.，内同問醐'臨むンター
{守帥鵬酬剛丸山

ST低 F疫を測定した ST低下度は J点から80

'"臨の時点で湖定した②51'の低ド皮から1.5mm

以上低下した附 5川以よ僻 24 例)~ ， 1.5mm 
未満の併(1.5m伽来構僻l3例)に分怨し Uimm 

以上のST低下を有窓な変化とした @ft:大心拍数反
応が中央儲'l4νmin)より大であヲヲた良ut干'"例}と
小であ-)t~ ::f ):"11手'l8例}とに分領して検討した ⑥ 
AT健が 11.0mf !kl!/minより大であった綜起静(13

例}と小Pめった里佳静{訓例)によっても分領して.. 

iNした

s結果
巡動負荷試験を行 ~t~MS31例のうち"例'65
%，に有志位ST低下を認めた ST0)低下度と.性河乱

調節，心泊応答との..に関連を認めと誌かった ジギタ

リス非内服例では内服例ニ比べ， Sτ 低ト例の照度が

小さかった(p<O.05図"綱僚と心鍋応答からみ
ると，有;al.言ST低下例の新度陪，洞潤繍で心納応答。J
不良な僻忙比べて財務制動で心狛応容の良...，t..:鮮が大

であった'pく11.05 図21 しかし心不全の亙盆R置か
らの敏甘すでは.fl!i.群"例(1.5mm未満"3例。I.!i
mm以上君事lO例}とlsro::n24例0.5m間.，尚際'0
例.l.;，mm以よ静"例}で。日低ト度に由主なかう
た

g考療

Aronowらの報告では，正常冠動脈を確認した

f.1S 15例に症候限界性トレッ ドミル鼠験を行い， J例

(20 %)にST偲下を認めたという制その要因kして，

f.1Sによるを賓拡張期充測定の低下と依心初白紙によ

る納対的思溜抗低下が関aしていると場践している
運動負荷による ST低下は，心内8誕地筋での機嫌の"
裂と供給の不灼等によりみられることが多<.11向性
心旋風の診防や運動耐容艇を溜定する際の有ffl'誌側楯
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急性心筋便器症患者におげる

迎動l時左室弛緩能の規定因子

里見和浩・ 山口智幽・ 問販良雄・ 小島博・ 永谷踏段・

鳥燭健・ 佐雌微・ 後藤繋・高木枠"

左"弛緩能"運動中)t.i:盤し，中止後は附徐に閥復す
ることが知られている" また， "..心でU心筋の

仰 h闘が"巡しており 拡領飽は低下するとされ

る"しかし，心筋縦務保患者における溜動的在盆他鍛

能の規定因子は明らかにされていない

今回我々は急性心筋梗携飯田利回期!Il者において，連

動中の""弧暖胞を観察し 題動中の変化とその線定

因子を，経路的に算出した左衛底下降時短tU'1ffいて
被討した

g 対調院

先錐約1カ月後の急栓心筋使途往回復湖底者，y"法
"名，平均年働騎士9旗

s ヲ智治
急性む筋梗"宛低約1カR後に"位エルゴメーター

を用いJOWの漸滑ステゥプ巡動負荷を総行在窓医

をカ?ーテルク巴凶マノメーターにより溜動中.よぴ選

動終了後岡"'''に経時的に測定した. jミ術鍾(30，60 
ないし9OW)以抗酸附自に臥位エルゴメーターにて

リハーサルを行い決定した

他a能の指視として，毎心鎗ごとの左窮匡下降晴定
数(以下1':lU}を算附した今阿はω伯教を繍比するた
めに T.. を RR 間隔の平方般で験した T，~を用い

た また左盆Irt~需末期正 (LVEDP) についても l 心銅

ごとに計測した

T"の測定はWei鳴らの方法に着づいたn心筋慮
血の判定は臨床症状。鼠動脈造影.，.動負初心筋血流

シンナ遜動負何心電図より判定した

園畑山センター州制門

. 同 研究断循環勤峨恨嶋.

{〒時鵬吹叫曲 H-Il

極"問時期に"位二三ルゴメ タ による症候限界性

判断網巡鋤負荷試酸を施行し，母衛隊機消費j!(peak
VO，)を刻定した。

s結果
肉 lに典型例におげる運動小および運動終了後の心

術数(HR)，1'au. T制<.EDP 0)変化を示す書留例1

は下盛桜畿の絞病変例で，溜動に伴いTau，T伺~と

も続航した出別2は前監.".例で周"校領域に残
存.....認めている 運動にしたがって1':111，Tatlcは

いヮたん短縮してい〈が，運動強度のf慢強に停い，

Tall. Talkとも逆に延長して〈る現象を認めた。

会例での安静時および般大巡動負利時にお"る心鮒

散と TauおよびT調.の変化奮闘2に示す， T1Iuでは

;m動により組鮒する例でも心伯肢で補正することで延

長する例を認のる

Taucの鎚縮局院の6Tall<)の中央依8.6%によりそれ

ぞれ延長醇"例(平均15%九短縮許"例〈平均 22

%)に分刻した

.)組i宥狩録

商鮮のM駆者背僚を表1に示す 童手陣輸に経"認め~か
った 延長瀞で眼前E血便準が有盛に多く，多絞偏変の

脅合が多〈。町子園陸帥多〈認めた 陳闘怯:..... 定弘司''''

の隈伎，入E定時のKiIlip分奇聞には震は〈まかった a最大
crK舗は括畏騨でやや商い傾 Jがちるが有意発1;1.t，ま
かった1'lI¥k額納勝ではより多.. 例で急佳則に将雄況

にh蜘 Jしていた す伝わち揺録a障でlま前盛使者協 多俊
樹変例が多， ，残存峨血の割合が宥意に多か ヲた

b)(必霊能血行動脳{表2l

凶鮮において安静時のま釜鉱山単(EF)鉱後来却容

械係数(EDVJ)，取締末期特徴係鍬(ESV)。むa抽丸紅
ヨ巨匠(LVSI'J，'1'all， Ta¥l<， j，，"[)1'には"はなし安静
時の左笠院院山行動懲には有怠差はなかヲた
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困 t興盤例に制する運動中および竃勘繰7畿の剖...印刷Tav，T"... LVEOPの廃刊ヒ
T"魁植例出入 T"砥長剣{判

褒 1

Tau.艦長t~{n "l!) T .. 片掴踊蝉(n=!l)

得隠 舶主9慮 55:!:9/11t. 
杷寓部位

前壁 昌明日5掲ド 2例In克?

下m 5倒'"克} 4 開，~克〉

~\lI!~ 。例(0%) 4倒t甜%】

平均耐~敵{悼) I ，55" 。.<S

捜#虚血 7倒(刷%ド 。例(0%)

陣旧性心臨恒出 1倒(9 %) l!珂(9%)
"̂崎町Ilill分割

(( <0 

" 
。

枇l.<1~値"""" 4629:1.2210 調"土2213
両世流成功嘩E 7例(削先} "倒的自克}

，<，的¥'5Tau.-ぬmu

鰻大運動仰の HR.き宇一司芦止互に2壊は'.いがTau，延長"

ではF.f>p1:1:有怠によ御していた{延長群J1主11¥'5短

縮郡2!1:!:7mmHgρ<0.05)， Tau.， EOPの運動によ

る袋化h有窓であった

cl I'cak VO，と Tauの関係
会例におυる.，除~kVo. と Tall<， EDPとの関係を

図3に示す聞に示普通り pcakVO，はpeakTa....，. 

1副附の変化(4tall<)， ~巨大運動時の EOP と食の相開会

示し，Ta~陸が延長する君撃で"迷蜘樹容総が侃下してい

'" Tou..雌聞(n=ll)ITRu"醐騨(n=11)

同叫I::l'{%】 "士(( "ム6
roVI(刷<!町内 71::1: 15 品臨士，.

FSVI(mllm') 浦上10 "土，.，
HR(fmin} 75/] I "土"
LVSI'~，."r 1W 122r19 'lO士"
Tau(ms) 錨~5 "士S
Ta同(On~) ω主5 "土7
F.OP(mmHg) 211:5 "土E

世cakIH~ (/"， j，，) 121:1:17 133:l.l7 
ι¥'Sl'(自国¥IIK) ¥57:1:Z5 '"土"
Taulmsl ~:t8' "土6
T相，，'岡剖 組主H・ ω土7

JoOl'(n，，，，r111) "企且' 29主7
dTau(剛，) -((土S -)由主6

41"a"，(""叫 目土，. -)2士7
.<IEI)I>(n、mllg) 16:tt. ))土4

.，<札出時l'a，キ樹幽牌

るζとが示された

S考粛
急性心筋使~Ü!同復m也官に多1いて。運動中に花宣

弛腿佐官官ドを示切窓拘が少~r (ない 今同はその規定

図子について紛討した

本検討では沼勤時T鉱山延長群と短縮群H71刈聞で，委事
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T"  Tauc 

m， 間

関 叩

関 制

'" 河

問

" 国 関.. .. 
四 m 

20 m 

" m 40 
相 初 " 1∞¥20 140 160 ω ..，凹 1202401BO/ 

J耐
HR 町""HR 

国 2心"鍬およびT，則" Tau，の運動前後での変化

戸 0.732 r=O.657 戸 0.625。
。問 .. .. 
peak Tau， 

"問吋0
柑

咽 。
LlTau， 
" ‘00 m .. .. 

同akEDP 

ω 
mmHo 

図 3Peu VO，と peKkT..u<， Jl'1IU<， p""量EDPとの周傑

~.倍大 cp' 伯、公務時の左蛍..情。 "行動穆には差

Mなかった しかし T，~紙袋榊では， 短縮併に比敏

l，...， IIlJln残存仇多枝病変例，前"梗者協例が有躍に多

" 逆に T.~短縮静では虚血例を 1 例も認めなかっ

た。すなわち。運動開:n控室弛緩艇は幾Ut麓.mおよび機
'"部位(前型}の影慢を受防るが，安働時左蜜収制陸相理能1

在室等調等には依存しないと考えられる 残存虚血例

や多敏病変例では巡動に伴い心鰐虚同が出現し 弛緩

飽が低下したと考えられる また個性役続自織では，収緩L
弛緩のヨ協調性{白叩leTgy)。非同期性(asyrぽ加'Un，y)が
越動により増強され。弛緩他が低下したのではないか

と緯測される

また速動中の I祖出の変化，属大沼勤時のTau.:，お

よびmpはI>cakVO.1c良好な逆桐闘を示したすな
わち心筋艇""患者においては。巡動防，.緩慢能の悪

化が運動耐容能低卜に関与しているととが示唆され

た これまで運動耐容能陪収蜘能よりもむしろ告主張能

に紛轡をう付ると報告されている"今聞の検討でも

弛S愛情の事化抗道町帰宅与総の低下に燭揮して必り。

これまでの報告を裏付Wるものである

s文献
t) No。凶H.H開 O.Rltter M : Diastolic prorト
e悦yof thf 00守nalleftv~ntricωar durinlf Buplne 

飢 ercise.lJr llearl j 1988 : 60 : 30-38 

2) Gro舗 InDtlW and Mclaurin L: Daistolic prolト

e民i四 ofthe left vcntricle， An I~ 館1'11 Med 

1976 : 84 : 316-326 

3) Weiss Jt. Fredcriksen JW，、licifcllMI 
Hemodynllmic Detenninllnt~ of 出eTime 

叫出offall in canine left v削 ricularpr問 問

Jα初/..附I1976 : 5S: 751-7制

4) Packer M : Abnormalitles of dlastollc functiOI1 

~，同制í:l l ca問。fexerdse intoler肌""
chronic heart iallu陀 .Cir，ωωωn 1990 81 (suppl 
IU) : III 78-76 
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低用賀ドプタミン負荷心エコー法

による心筋虚血の診断

A胴tomat叫 Segm四 tall¥lotior・Analys胞を用いた検制

木村和美・村田柄Jlli . 団中仲10)J' 刀欄尚・ t凶佳代・
OJ金鰹・藤野隆・ 利関jfjJ!民l'紙崎益徳・

s 背景と目的
従来，安静時に援巡動央常<l咲さ主主い狭心症例にお
いては安飾的のωエコー訟によるむ筋厳血の診断は腐
維であったが.近年では負荷心エコーぴの普及により

心エコ"による心筋虚血の存在診断が可能となった

特仏ドプタミン負荷心エ J一様l;l，安全安価6こ笑

施可能であり。む筋虚血検出の感度.特典""もに商

いζとが知られておりilah錨臥において広〈利用され

ている。しかし.，陸自の存在議断は主として新た律援

運動異常の出展によヲて行っているため検者の主網に

依存することがあり.客般的な評価の点では問題が残

る。またドプタミン負荷は通常3か叶oI'g/kg/minの

商用量を川いることが多<， :f被脈の誘発や血【正安動

~!'!たし.血者に動惨など0河'tJ;!1暢を与えることむあ
る創

近年.断関心正コーにて血液と4渇農繍造物との境界
を自動認認するシステムが実阿化されている・ト刷 今

聞 この原哩に基づいて，局所E陸送動4きをF関的に評価
する Aul<l町 medse民mentalMoti伽‘̂，亀lysis(A-
SMA)をmいて通常のドプタミ y役与録。(l-4~μ，/

kg/min)よりも低周，.投与でのドプタミシ伐材心エヨ

ー訟によるむ筋虚血"鈴断について検討した

s 対..と方途
対i!: '1<.'務仰に虚溜動拠常会認め(H・"'.心催患者9

例(男 女=3; 6，平均年齢 61土6歳)を対象とした

いずれの勉者む騒長旅dS影，運動釘f.ii".&筋シンチグラ
ム，あるいは商用量のドプタミン負荷心エコーにて右

辺動脈前隠滅制緩に虚血の存在金融飽したLi!例会mい
た

山口大予隠γ~i'IIîfI2内斜

伊"叩5'j'lSmlHII !-l-!) 

Aut印I1l1tOOSegmtl】tlllMoliol1 Anal)'凱s;A-S訓A

は心際線造物と剛被の境桝を肉防認犠し，オンライン

で複線局所."助慰および左箆局所内悦抱一..変化を自動

解析する衝し〈開発したシステムでるる趨脅厳診断

'li.!:li量はAωkx祉W SSJ) 2~OO を用い.2.5あるいは

3.5 MH認のトランスデょ志向 .).- t}lj~"イメ ージの耳障

り込みは307νーム/秒で行った 定権乳劇間νベル

短輔断而織で心内厩を明司闘に抽出後，左玄盛岡国に関

心鍬場を設定した 収紘宋期像の&室内股'1'心点を関
ω領根の'"むに生るよう視覚的に決定し，その中心点
より左家陛を全1j)i~に 6 分割した(図" それぞれの

領織の爾fì(~17νmふごとに肉蹴計算し。ー心周期

の"iI'!I側変化をプuツトするこkにより，時間耐償州銀

および，その一次微分幽餓を得?と{図引時間面倒曲

線より収縮鯛而術変化率(FAC'"(鉱窃宋m而繍ー収
鮒末賦咽償)/舷鑑末期"積XJ(附)を求め 次微分曲

線より収縮期最大樹fIl変仕坦!t(PER)，鉱P長期同語大町

術変化遺別賞(I'F則。収鮒末期からI'F終に遣するまで

の時間を""頁で補正した値(t-I'FRc)を得た収縮

惜の指傑として収縮刷耐術変化巧丸収縮刷出術変化遺

UH.鉱袈性の指棟として鉱張期面倒変化迎"" ， 
PFlkを111いた。本研究においては虚血鍋峨どして下

援伽践を.非虚血鍬犠として前翠銅援金解噺に附いた

Studr pro¥ocQI: rプタミン負(.;jjjijに左祭礼蹟筋レ
ペル短触像にて A-SMA 'i:用いて画像の取り込みを

行い，同時に 12誘帯む電凶.巾l.fH'測足したその後

Fプタミ:.-IOl'g/kg/mil1， 3分間役与後に，負荷耐と

同様に左京現原蛾νペル短制除の取り込みを行うた

s結果
ドプタミン負師前，および 10μII/kll/min負何時の

A-SMAより求めた指標の変色〈園"を示す収縮性

の術傑である収縮矧樹績変化恕Iま非虚血鎖峻では1"U雪



34 .[..臓 Vol.32 SUPf'l.2 {2武治}

組繍家瑚

盤強*"
図 1AUI" Mlltcd Rcll'mcnlwl M川，，，円 An.ly個利によるデ タ取り込み
tr:'¥I:乳罰筋レペル刷。自断鱒織にてtr.5!随金6分割しそ"ぞれの餅域のjhj側をiフν ムごとにb"唄:raph，line 
l<r~(}h として表示

に噂大がみられた{υ<0.00が，虚血領域で"bずか
に榊加したものの有意では従かった 収縮m綬大変化
巡度依岡領域でmm傾向隊あるらのの。有意α変化で
は伝かった 一方.鉱袈惜の術観である拡挺."最大面

積変化適度は ドプタミシ負荷にIり掛!鹿血領"'0噌

大がみられたが，虚血釧域では不変であった t-I'FRc

は亦虚血領減で以縦館したが./a!l'rl領峨で"短長した

s 考後
ドプグミン負荷心巳コ一言宗は心筋磁血の捨断訣とし

て広〈利用されているが，容紛が"な判民という点で問

題が残されている A-SM̂  i:用いた解舗により.袋
心椛例の非'"血釧織では低ml誌ドプタミンによ9収総
位.，広翠位の街錬に改善がみられた 慮血街場に必い

ては収縮性の懇化がまだ明らかではない時点におい

て。すでに t-PFRcの経伎が観察された こねは潜在

的な融..の誘発によるお nctlrllllllusml)¥jllllの出現

のためであると考えられた 心筋雌血時に依収脇停弘

鉱後住ともに低下するが鉱援往の低下は収縮位の低

下より も鋭敏であり.."捌に出現ずるこ左が知句れて

いるηASMA制 1いた榊iにより，友宇品"'に附

る収縮期。"喪期監動簡の空間目ドム時間的解析が可能

となった "に時相解併奮闘いるζとで，従来の解析

悶 2
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FAC 

""' 収納期憎大問視変化速度

副欄変化透度 ‘PFR : ti町制'"，同k仙;nllrate 

該では図嫌であった 3synchmno凶 mlltionの出鳴を

客跡的に示すζとができた。
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図s虚血観..，抑虚血鍋埠におけるドプタ .;::，..負荷机および1・μ，;/k，;/mln
， I'AC 収Mm商繍変化事(%)，i'ell. 収倍湖

PFR: !広告健繍飯大町術変化..度 t-PFIミ e四時 lope~k

Tllle 

s結愉
A-SMAを則いて解析することで.ftffl.lotドプタミ

ン負術下で視覚的にE手頃できない早期のむ依雌血が診

断可能であった

5 文献
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帥y:Cor陀前例 withCornoary Lesio的 50vcr
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運動負荷試験陽性例における

冠動脈MRcoronary angiographyの検討

野村口弘・富島等・名周智英・近藤幸・泊般'1'道子. lU下智X'西角彰良・
大木娯・伊東池・中堅ll!'.原閣ま植民:"・ 四谷弘“'

印附n釧らりにより M闘を聞いた勉動脈血艇の非

俊織り的計測の可能性が報告されて以来。 MRI の俗~"
阪の悦悦の向上やパルスシ日ケンスの問問・改具が進

み，MIミωTOnllry:mglo貯"allhy刷 ACA}によって

冠動脈血概巡!l!lt非段礎的に碍様性よ〈測定可鰻とな
った"的今咽辺動負荷猷験にで ST低下を認める例

について，認動脈MRCAを総行し。冠動燃血流動館企

検討したー

s 対..および方選
r，帥Jmi1l週動負荷訴践を施行して。 lmm以上の

ST低下4是認めた陽性2出例Uよぴ健常例IN務}を対

象とした運動負荷試験の脳性例は冠動脈也膨検査

で有怠2提唱を認めた"例(APIf)と有怠狭窄を誌の
仕かった7例(MVA降}に分顕した

MR!銭関は GE社袈SignaHoriwn Vcr 5.H1.5 
T~sla) をmいた MRCA fiHitt.!はt 体内傑稲の釘g

nal/N別総比の向上が得られる前後方向の防局時d

array c川lを捌いた磁像力訟はP""総ω""凶 Icine 
PC(flιARD PCJ桧によった 冠動脈刷流速度の測定

は位置決めのための矢状断面。水平横断像を婦像し

た後で在および右冠動脈起納部から動脈の連旋伎を

磁認できる耐像を TGF訟で湖定し。その商像を用い

て忍""に直行する防面を設定し1 制動脈の横断6訟を
得た総地測定は冠動脈ω繍断像の中山J.'Hこlピク
セルの関心餅峻(ROJ)を設定し。槌飽付属のプログラ

ムを用いて. ，心刷捌におげる泌動脈血流越渡形.測

定した

.渇大字魁字館第2内網
" 同 防像栄養
... 同 政射線科

何冊醐醐市様相"冊一"

MRCAにより得bれた癌動脈血楓迎波形より，平均

収"..緑大流溜(ASP問。平均鉱仮則蛍火"巡
(ADl'V)および釦張期/収傭捌姐動脈般商血沈適度"

比U>SVI()を求めた
また， '''I-FlMrrr心筋シンチを用いて心筋脂肪隙

代謝について検討した 初胸像および後胸像のプルズ

アイ表示よりおたい出し率を計算した

1 ，吉泉

l. NI'J!. APIl!およびMVJ>ffの京.よぴ布起動脈
刷流速波形の実例

図iに， N'宇(11)，AP#(b)およびMvrU(clの左

および右電動脈血涜適齢形の実例を示した 鍵常例

1.1では 左右冠動脈血I!I滋形ともに悠褒捌にピーク
を有するこ鯨位パタ-，も示した 題動脈に有窓狭増

令有する例Iblで1;1:， il1a"例と典主りー鱒性のパター
ンを示し。経大流2虫色健常例に比して低ドしていた

ーフ守，冠動脈微小循環隊省を疑う例(dでJ;， ニ除性の

パタ ン肱認められるカ九健常例にみら札る収縮瓶有

窓の冠動脈血沈迎滋形のパターンが刷孔ていた

2_ Nn揮。AP'浮およびMVAMのADI'V.AS必Vお

よぴDちVRの比較

悶2に， N君事，AP哲学およびMVAt干の冠動燃凧泌遍

護形に必げる AD!'V，ASI'VおよびDSVRを比較し

た ADPVでは。N"，こ比して MV̂ "では低下傾向

を認めた0有'"告はみられタかったしかし， A'昨で
は.有怠に低下していた ASPVでは。 3鮮附で有恕

差*~認め伝かコた υSVRでは。 N僻およびAP仰に
比して， MVA#で創意記憶倒であった.

3. '''111M]!'!'む筋シ〉チにおりる歯車い出し車

NM. AP ~博および MVA 鮮の抗い出し牟はそれぞ

れlO.2::!:3.5%， 15.8土3.8%必よぴ6A土4.1%であ

り，N群に比してMVAt撃で省意に高依であり AP郁
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N解 MVAI平AP務

m・'"土SD
図 2 N 1払 Al'tおよびM市A酵の沼動捜圃浪速設相ζ制する AOP¥'.ASP¥' 1;1.ぴDSV肢の比殿

で，，'民備であった による窓動隊の陥出が可能となり，冠動燃の視覚W評

価および流迎測定が可能となってきた"。

MRCAを則いて，健常例の定問脈泡:;所見とを釘比

した報告やアグノシンやグピリダモール紋与による沼

岡町駅血流..~の度動を検討した報告別"は伝されてい

る必'.，活動脈微小鯖環隊当が疑われる例において，

MRCAを胤いた倹討はほとんどされてい仕い

s縄復
従来 MRIでは対動脈の摘出や流速の測定は。冠動
脈径が敏ミリと小さ〈餌幽しており。苫勺にむ織の給

動や呼駄による動憾にようて閤簸とされできた'HT

しかし商通銀象訟の進少によりヨド侵礎的にM'じA
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今世の繍討における MVA鮮では，趨動負荷にで".1

意なST低下を示し.'"トllMIPP心筋シンチにおい

ても淡い出し率はN僻に比して筒健を示し何らbの
心筋尉肪俄代謝障平専の存在が桜bれた さら1'::.

MJ(CAをmいた冠動脈血総連畿形の検討でも API!
ではDSVRは保たれているにもかかわらず，r.WAn

では OSVRは低偵を示した

ドプヲガイ ドワイヤーにお付る報告においても 舷

喪期.節朗起動脈録商血施速度の比の僻~- It雄動脈

微小開環際司与の存在.示唆するとの線告制があり.今

回の償制とほぼω致すると思われた

冠動隊微小循.. 隙2留の存権の..討には，磁動燃'"波
予備能の界怖が必要であると思われる。しかし，今闘

の検討でIl..MRI検査室内においてl分に'"旬開"よ

ぴ血庄の連続毛ユタリングができなかヮたたの，金例

に必いて療情魚沼による溜面白蝋血様子備能の検討はで

き〈旨かった

しかし，MRCAによる泌動蝋血浪溜度の測定には限

界もるる M院しAによる忽必保血施遮披の組定広1;1:， 

息止め時間の制烈のため。時四分解能は 1心周期あた

りi5時制以下と制限があり。血税のピークがとらえら

れてい狙い可能性がある しかし，医般得子工学の巡

少によって，今後Mi{Jによる非侵鰻的な形磁的およ

び働能的以躍動脈血~の診断続，.ばまずま，向よし。窓

".提唱彫やドプヲ ープロ ワイヤ 償資に匹敵する診

断糊11<が得られる臼も近いと思むれる

s結種
選動fH;J~民感で ST 低下を示すにもかかわらず冠動

脈泡修検査で奥常告示さない値例について，冠勧蝋血

施迎波形に5慢常を)1'、す縦例があり，何ら""活動燃循
環簡を撃を煙たしている可降性が示唆された 冠動脈

l¥IRCAは非銀製的な冠動脈血波動慰の抱畿に有"1>

考えられた

s文.. 
{) Edelman R， Mnnni!ng W， BurSleIn n， 01 81 

Coronary IIrt朗 E活断固Ih-holdMR an~崎"
phy. R(I(/;o似 'J1991 : ISI : 6-n-643 
2) ~除刷協 H， H!nkc I.M， Amldon TM， et al 

白 ronaryflow re常 rve; nnmnvaSlve measu陀

開削 Iin human with brelllh-hold velocity-en. 

cω00 eine M民同agIng.Hudiology 1996 : 198 

74:'-750 

3) Clarke GD. Eckeis R. chaぽ yC.etal:Mea

suremcnlof叫，"柳川'dillJωronary，州"
ftnw a吋侃"'代田r¥'OwI¥h brc~山 hold CiM 

州四 ωn1m磁 m叩山 町 m目 mm即時。m，ω;/1111995 : 91 : 2621.2側 4
4) F..dehnan RR， MannIng ¥VJ， Gervino E， 01 al 
I'low ¥'el叩脚luificat剛川humaneoron叫

artenC¥l川'"箇st.b陀地tll-holdMIミ"沼IOl!Ta
凶y.jM，ぽ"Re$()II Jmagillg 1993 : 3 : 6ゆ9-703

" M羽山峨 ¥¥'J.Li W， 80)110 NG. 01 al : Fat sUt' 

V陀S崎dbreath-hold m同町eticre関 nancecnrrl 

崎町初旬g'""仰hy.Ci~仰似jc"，1993 釘 "ー<04

6) Hnfmlll1 MB， Paschat CA，日 D，ctat: MR! of 

ω剛 13ryarter四 2D breath-hold vlo 3 D re~pi 

ralory gah:d 汎:IIU州 un.j Comt1l1 A$.5isJ 

Trlll崎ffr1995 : 19 : r，が6-62

7) N眼健nSE and Gurley JC : A鵠供、ment01 the 

"附加副司gnili聞にピ ωfcorona町"網開~ : b 

di!:!Itnl刷1$!iographyt~ a附w<町、 'Cω""憎nt)
Ci剛"酬 1棚 111: 1431-14お

1$) M∞開 JA.Kern Ml. Donohh凹 TJ...t al 
lli山 lωronllryflow veほ it)，lIud phy~ 。 ω"

durilljt' dir同 tnlljt'同叫yfor acute l1lyo吃ardial

胴farct;加川 patients.jACC 199~ : (Spec加l

a錦 ぽ):2:UA
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微小血管狭心症における心筋虚血の

発生機序についての検討

毛布'JiE得・

， ... 小血管機心症とは

労作時や."市町の総心飯緩症状の鈴断のため箔動脈

巡膨.組行される催例の'"で泡膨上引窓会線市病変

.認めず また大，"活動脈に娘鰯が鎗発されない徒

側はまれでは会いこ九らの佳例"h凶'v卸・3制 dIIOT 
m、1coronary art~討吋ral1ωの腕鰯の原閣は峨ーで院

な<.~炉心制向来のもの色合まれると考えら仇る。 こ

の'1'で.労作時胸崎市と躍動負荷によりま秀明される..血
性の5T低下を認め， ，，，.肥大など他に心電凶変化会

説明できる原因がないものa--般に c:mlinc 崎明

dromc Xと呼ぶり ー方，心電図変化の有無M問わな

いが.生んらかの忽微小織環のS霊能的"官会伴うもの
をmlcr凶益配ulHrangina e総称しようという健司院も

ある創微小山管狭iν位の少な〈とも 靖の脱者でu
心筋虚仰が胸簡の阪幽であると考えられるが白心筋.. 

血の発生.. 序についてはいまだ ト分理解されてい信

ー町。

s 高時突の目約
忽微小血管の邸機調節機胞興常によって心筋慮血が

ヨ""ζされる後序を場喫するために，以ドの検討を
行ったすなわち，ω辺倒仙血管の内皮依存性の鉱張
反応"変化しているか，ω伽管鉱"剤により心筋噂血
が誘発されるか包)沼健小血管の筆筒が心筋嘩血の原

闘と伝りうるか

8 内皮依存性血管鉱張反応{同， ) 
程危厳開予をもた在い罰、dmmeXの宙定例(0"'9.

労作慢の狭1.'"品連動負制中の日低下)および労作時
の胸絡があり正常冠動燃で.った肖胤原鉱例(n=7)

九州大司F大予民献字系餅兜fl.関宮内伺~

{平 81~醐町田幽 3-]- l)

.対象区. アセチルヨリン仙ι~)の冠動脈内持続役与

に対する辺自旅僧加反応を定量的冠動脈遺修，ドップ

ラ白血浪巡靭定カずーテルを則いて評価した.ACh U 

血管内~ ，h来機化窒素但DNO)依存伎に沼."震を

場加させるかにその桐加率は対照鮮に比ぺて珂侠息醇

巴むいて者切にぼドしていた この約機U:EDNOの
利朋低下による冠砥焼山管吻'"銀陽平時の存棋を示後ず

る創

g 血管鎗強剤と心開晴代附(~2 ) 

心筋シンヂグラブィ.，，，いた刷叫血管狭心定磁告の

巡鉱袋反応金総討した研究によると 配室内において

不均一な血統噌加がみりれる む筋蜘流はおもに微小

山管νペルで刻節されているのでi この成繍は微小山

智の鉱傑艇に"'"'的信司地一位が存在することを応唆

している 従来よ9左室内におりる白骨鉱後反応の溢

いは盗血現象(coronarysteaHを引き包こしむ筋虚血

をむたらヲことが動物実般に幻いて知られτいるが，
阿様の現象が微小血管後心症難者で見られるかどうか

について"不明である $yndromeXの促例(n::9)JJ 

よぴ労作時の胸痛があり正常鼠動脈でめった高血E催

例(n " 2閣を対象に，パバベリシ{内皮~I!俄宵笹山菅鉱

習院剤Ib・心筋乳酸代裁に及ぽす旬包容について検討した

~i!l(lMに比して高血l夜併. syndrome X併の淑刀で術

調院に乳1¥11:1111:.(1が...られた。また.，巳'''a大を伴わ住
い高mu:佐例においてむ心筋盛山は商取に認められ
た

s 微小血管司旨舗の役割
積食d岨管終心経の.t'.-'dの多〈は労作:"'1のみ信ら歩安
静的にむ検心Iill機出叫が自民現ずる".K能川 らによる

2H.i附心剣闘を川いた績討では。腕揃放の'"加す伝わ

ら心筋順調関'"賓の噌加.伴うことr.t<心筋虚血が幽現
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-<lト敏同脚色例

+附同

-0-SX (1・d略

醐 t 帥 3

。飯畑)

• 

曲" 同調
園 E OB小..  に.Itる内"飾帯純金援者a反'"

~鷲 iE$ft4聞椅 IIT 高血度健闘 SX : 111:小
血管2良心催例。 xhl.l.10. lO:a関電V舵伽01;.. " 1 
PIVnoin. ] I'lUmin. I・"，1m凪3O，，!Um制・ ，<
・01tt_3より改定》

切ることが耳目されている削 この節果は低統血"の鉱

袈艇の侃下だげで低農明できない その..，.として微

小血管の修飾が珊論的に組定されていたが 災障に心

筋a川lの原図となりうるかどうかについての研究はほ
とんど仕かった。 公的熔銑u按の息仰に.いて).;~~

窓動脈の線事や娘鮪"しκ虚血が必こるかどうか 冠
動脈内Y<ピチルコリン負荷.組行して検討した 対.. 

.，向繍H 訴として程働鎌:.eil障を諸行した盆僚のう争
心表面.迎行ずる大倉位継助隊に有意狭術前夜'>50
，ωを認めない連銀111例である“ 7七チルコリン
を少島から"-省宿動隊内に俊与しむ筋虚血の誠亮告訴

みた大倉'<適励般の@錨拠!tの省集を沼動隊誼彫で.

gた心筋血血のfA:INstJ街"として心筋乳織代謝測定.

それぞれ行令た 対象催例のうち"例怯大"旨冠動順

。こ穣鎖膏認め'よいにbかかbらず，民<""状，副院血性
心電図書佐ヒもし〈はその開方カ附現した フち白書黙偶

作2例.アeチルコリンに 止る誘発27例であった"
例のうち乳間際代謝.測定し伶た "例中9例で心筋乳..!tが確認された これら健4、血管場筋によると響
えられる線心街依例と大.，皆魁動脈に.. 縮会調宛され

た..例.比穫すると.，肉布で陸軍危険因子の散がかな

< (p<o.oilt食物で.，毒劇・""，く0.00JJよぴ喫領
警の割合(p<O飢lb'有窓に高率であて矛た

S宅療
心安闘を走行するJにeな起動脈"動.. 硬化による聡
質的な総吻や~.. 働が民心銀 心筋M陸血の阿闘として

挑たす，，~位については今きり述べる ま でも信い 近

年。"動脈 itI~で御製揮できい鳴小山崎の機飽拠常が

• 

国 2

ノ ポ、wz、
F 

、
S供、.
2‘ ポS / 

，電パヘリンによる<...現a脳.~の鎖，.

怖の何軒"症例数日す・ p<o.os

雌'"特'"毎息の梢懲や予後に脊L与しているこkが次第

に砂1らかになりつつある刷" k. ttな脳動眠は会沼山

併低淑"約，%しか寄与してい令いζどはよ〈知られ

ているが。ζのと'""小血特が心筋曲，'"調節の中心

的拡役鋼.J眠たしている乙1:.Hl怜併している 微小血
管，，'"緩不全U心筋般家W!!I!mhl闘記陳謝隊第繋・供給
4ド絢衡を生じうるので，誕銅剣作"の心筋虚血4をう
:l < itlJlできる さらに窓鉱演が左翼...内で不均ーに
起これば銚心t1.Jl1.'請においてゐ盗血唄...ら虚血が起

こりうるこkが銭マの倹討で明らかに@ヲた.-1i 
微4血管の厳司医院"のみならず'-，史的伝治収節{銀縮}
"心筋市議国製切噌加を停わない。す盆b格安調砂防に

.ゆる袋心6震発生に関与していると轡えられる 巡微

小術調興需はいわゆる微4血"紋G-!.l!のみならず，商
血l..E， 衡問血症心不全など凶常よ 〈遭遇する，."に

幻いても存布しこれらの侠患の鯛総生割に探〈関わっ

ていることが明らかになっている削

量脚 本備に奇聞した値床儒~"九州大~自民T-Æ

錨鳳鶴内“で行われ崎司IUt以野区立覇鍵舗四川

..=. "'~長俊弘ぞの健か命観'慢の五記事f$J;. U施行

に寄与した個々の研究の静個にヲいてU原萄. 
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ドプタミン負荷心エコー法の有用性と問題点

有愈冠動陳情賓の検出向E，復書飯盛温動改.予測舵について

車問芳樹・ 本附悼・ 高網目軍人・ 務官制KOI"
酒勢俊太・ 斎路勉・禄像一線・停凶浩・

ドプタミン負制心~" 怯，心陪盆血の寄宿，冠動

脈疾息のa診断，心筋.".領厳にま，"る生存心筋の詳価，
.た虚血性心根!Ilti翁の予後評価などの目的で使加さ

れている刷 しかし.ドプタミン負荷心エコ による

冠動脈術変の診断にお妙る偽筒倹例などdポn姻点に闘
する倹討は少偉い・，*研究では，窓劇団眼綱亥の総断.

また心筋宿署範領績にお".心筋I'IaTitilyの評価にお

けるドプタミン負細心忌ヨーの荷州性と附組d誌を検討

した

01ドプタミン負荷心エコーのプロトコール

ドプタミンは4-JOγ.mぃ，必艇に応じプトロピ
シω25ml/:)を迫J.した また，む筋叫abil均の静偏
に際して"" エトU グリセリン(0.1内-0.2刊を使用し
た謹辺動の評a聞には左心電鋼院を日分前し鐙通勤e
nomlQkincsisからのぬmω"の5段隣巳スコア評価

した

ωドプタミン負荷ωエコーによる遜鋤脈街袋路町
の制度と問題点の検討

対象l;ttreadmill遺跡負荷訴取にて水平劇または下

向き傾斜If!5T下降を拠めた"飢む筋被払左窓肥

大などの例"除外した ドプタミン負荷にて盛遍動λ

コア l段"以，... 適働が感化した喝舎をドプタミシ負

制むエコー陶骸とする色.ドプタミン負初心エコーに

よる館勤練線変{内館内%以上の術変〉の診断Jl!f1J:1$，

a間 tivity92弘ゅcdrlCily52 %でるり，ドプタミン
負荷むよ三コー偽陥住は 11例みられた各"の揚女比を

舗ぺると，偽踊性併以外では女性の占める割合が

初-30%であるの記対して，偽脇佳僻では 11例'1'8 

仰が女性であり，他騨に比ぺ女伎が多い さらに。ド

プタミン負術心エコ切除碕性例κおいてドプタミン負

日本原M;I;1"ill内ロ
内 mー醐師問区間 ¥-1-$)

初による鍵趨動異常の111現僧位を倹討すると，関1の
ごと〈下壁，下思仰心箆中闘で霊運動異常が多〈みら

れた以上のように。辺助負荷総験鰯位例でドプタミ

J負荷心エコ により窓鋤... ，，，を予刻するa四Jtiv
回 1;1;9'l % t筒いが，，附耐tyl.tS2%で比般的低鏑
であった Yプタミ y負荷Uエコーの偽陽性例には女

性が多<.盛辺..a傭の出現部健は下.O!，下"側心室
中関に多'"められ，これらはドプタミン負初心.ヨ

切の所見判定時に場慮ずべき附姐..であると考えむれ

た

(3)ドプタミンo"心zコーによる梗務邸調摩溜動改
笹予訓の....

ドプタミン自有心エヨ日にて，信審.."心筋、川細川1

，"の討低便事賓館，，，，..に対する血行阿梅検の"溜

働改替の了仰が可能かを般討したー対象t念。使岩持貸{長

冠動際に対して待恨的PTCAを施行した '枝病変験

者 18例{急性心筋慢趨回復期11例際目性心筋1f:al7

例)でみる ドプタミン負荷心エコ をPTCAの施行

前平均5臼に行、、 follow-u叩心エヨ】は PTCA緒行

後平均12ヵ月に施行したドプタミン負荷"の.. 遜動
の変化 1<1:.以下の."に分寂された Biph~sic

g的桝訓幽 低ffl.litt'プタミンで史運動が改脅し， ffl'止
の増加により自慢週ぬが準化ずる.Inlllro開閉附'" 低m

..で!I!趨動，<改笹し.その後用金金榊加してb盛t躍動
の極化がない。 N.，治'"'' ドプタミンにより俊足起動
が改也せずまたは慰化.し信い.W。附cnIng: !It運動
が改轡せず風化する l.Iip/lasic re場関鈴虫たは

ImDrovem時前を示した分踊.心筋viabilityありとし

た使携領域..分闘のうち.ドプタミ >A術前に
舵vcrchypOkinぽ渇..来した..分祇，k同刻sを示し

た20分輔の計"分両.分ttm象とした...分幡のう
ちsiptmsicre君"'"健を示したのが28分画.Improve 

・ncnl7分層， No chan伊 22分嗣.Worsc川噌 7分商



Sept 

'"' 

Aot 

。Ilat 

Post 

o Mi細""線通n制8

。Soverehy閃klne8除
・A>身、..・

.，. ドプタミJ負荷心ヱコ 倫蝿包例にS省けるドプ
タミー"負荷による鍵蓮働異常の幽現.. 位

附

曲

鈎

ω
m
ω
国

mw

鈎

鈎

泊

。

". 

心腿 Vol.32 剖 P凡 2 (弐100) ~3 

1‘ 

" 
，。

8 

e 

• 言 2 
。

Pre PTCA Follow up 

10.0土3.0 7.0:1:3.6 

国 2I'TCA前置での梗寓概崎町量量動スヨア飽和
の変化

• No Recovery 

ロRecovery

* p<O.01 
Biphasic Improザ僻n8nl No chaoge WOlS8nlng 
N=28 N=7 N=22 N=7 

であったI'TιA前後での榎謹鎖峨の盟運動スコアの
飽和の夜包を閣2に示す PTCAJJの使議官関脇の腹壁
還動λ コ γの総取11;:平鈎 10 で~ったが。 f'TCA 後に

は平吻7に減少し，続審命事の盛返動b噛脅したととが

示された。ドプタミシ負荷心エコーによりl>TCA後の

盛還動の改善を予測する松山tivityは70%，

S隊。筒city陪 71%であった さらに!ドプタミン負荷

図s ドプタミー-，‘.":":1:コー崎d濯忌蛤町レゆ yとrTCA畿の..翠劃雌響調債の附0・
むエコー時の.. 運搬変化のパターンと PTCA後の里民

迎動司配偶都の閲際を倹討する t，Biphask 陀，~"配合

示した分爾の75%において腿運動a穆を認め，
ln1PrQvcmcntでは 43%，Nocha.ngc36%， Wo腿 n
川gで 1;:I~ %の盛遜動改轡率を示」 飢p/lasic

r宙開雌を示した分画の改健司怖が有怠に高値を示し

たf図3).このように Fプタミン負荷心エコーにて艇
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.. 貧倍冠動燃領域のむ筋判的iHtyの検出が可能であ

り，ドプタミン負荷時の撲選動変化がB凶39!C

曲。伽閣を示す領峨にて，冠血行再建荷量の墜運動改脅

率が荷偵を示した しかし. ，プタミン負術むエコー

にて viabil!tyなしと判断された分闘においても，約

30%で盛運動故笹が認められ，今後さらに倹討を聾す
る間組点と考えられた

s文猷
1) Kishid惚1I. Ku悶 ma Y and Honma H 

Dobutamine肺 csscch.ocardiograph.y for the 
detec:tion of coronary artery dls嗣鴎andv的 e

myocard!um. }抑 HeartJ 1997 ; 38: 151-161 
2) Afridi 1. Kleiman NS， Raizner AE and Zogh.bi 
WA  : DobutA削倒的h.ocardiography in 

myocardial hibematぬ札 Qptimal 伽00'刈，~"

叫叩由時四向。'"剛山Illrfunc 

tIon after coronary an~ぬ'plasty. Circu!stloH 
1995 : 91 : 663-70回

3) Latcham AP， OrslnellJ DA and l'earson AC 

R判明nitionof the~egmental tendency of false-
posit!vc dc加国nines岡崎echocardlogramand 

its effects 00 tes詑set16itivityand epecificity. 11 m 
Jle，ぜI1995 : 129 : 1047-1αω 
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長時l予後からみた急性心筋梗塞患者の

低容量ドプタミン負荷心エコー図法の意義

茶野憾行・4淘健闘・ 阿久祁蛸・ 片側敬・

5・・8ヲ.ぴ目的
む筋・"患にW1る.. 倹捌".び優性期のめ自信方針.

決定するうえで，その術開f'iEaに鱈値するこ tl.til
要であり 史館死や拷慢祖母"どの心事敏の可能性.よ

り草慢に健測で4きれば予後金改棒切ることもできる

これまでドプタミy負荷ωエリ 図説(051::)11心
筋梗掃の術創評価に有用で~るのみならず。 C'*
miCO・lら"予後そ総定する鈍}'1.した附子であるとも帳

台している しかし鍬併されているのは血徐裕鮒a民族
(ICT)検に制9る麗急性問か縄問倒の使途..の術陣.
つ$り冬眠心筋'"加川崎 my醐 rdiu山)の繍胞に

必づいたゐのが大半であり.30-。μ.旬Im;n{刊の
高容昼間Et'm~.. 誘発された....包変化.剛健"
網"としているが l港εの方法"虚血の.. 尚を目的とし
た商"..負荷(Hillhdo-健 IヨSF.:HDSE)と viabilit}'
の検出.目的とした低層盆負倒(L，ow 仇隅 1泌E
L出回のニヲ，，~り これ主で4是々は， LDSEが梗2

偲のviabi動'y"食仰に狗刈であると'都合してiきた

今回のM的は... .. 性刻印府間以内}の拘溜."院議

(dir，胤，- ~陀A 品川悦印刷噌}に成功した.，怖梗.... 

，，.用い 10 y :lでのWSF.による艇."，の叫abil
“y青写備と予後との関連について般討することでhる
本被..，..銀総心筋加幽園町ぽardi四 )の蜘I同着

づいたもので~る

!i ".I;.t.ぴ方"'
対....急信oIIi'i槽砲に成功した仰向心筋便'"19'例

で.る平均年舶は 61.511.例性83例1 女性19例.
a製g医師li(l;j:向。録"が6例で下役割R併が51例である
LDS邑 U:~金例 7術自以内。平絢 4. 2的自に行ヮた

1il1lA"l"mT-II粛清内"
(，. H抑制…帥 ，-，創

方議似血，..心値段，心電図の毛ユタ 下に心~コ

ー闘を記録しながらドプタミンを5y 5分開品川，5 

分間，.. 与し・，:"'壁湿動同日取得金得価した 段"'，

はNonnokine制審から Ak四5おも し<110抑制m諸白

aでの5段階評価主し.Jf:受備以Lの改..認める
、liabJeD【"例}と認め省い N.いvIllbleD“』例}に
分旬。自信隊経過，術.u，よぴチ後について対比償制し
た 心筋血涜シンチ'"嗣H以内と退院直前に.濯動
~倒隊畿は退院陸前と辺健司区民"年後に行い '"閣

で比厳した また退院後手灼'.8年間，，"'Jl1る心，... " 
の術..や傾き舞鶴の按運動の""観露関.行ヲた 旋計処

....00胤k叫..回 x'，岨 で組作し ，<0・50も
3て制志望ありとした

I ... 
刷版樽最l.t.2"閑【V咽bleo vs. Non viable If) 
にmtる平均年働(tiI.2V3.62.0) 郷/火比(48/13¥'5. 
鑓/6)，朝国篠宮離位 前側壁/ド後!I:(2'l!39川 19/:rtlに

有泡l1!1'認めなか勺た また急性糊の平均肺動脈原

(mmlhtJ (20，9¥'11.20.6)，附動脈拠人阪 ImmHgJ

05.4 V!I.15.3J。心係数(l/minlm'J(J. 0'1 '1:1. 2醐，

在繍1~1fl.(%1 (52.5怯 49.5)に"いても拘窓還を告認
め仕か勺た 心筋逸脱商事務Ckmax[IU/IJ伝おいては。

VIDble" 1;1: 2.133全1.‘'"ヒ Non-v・ableI容の
2.955金1.'"に比して有"に低..で~ -，た【p<
0.05)， 

"""'"の霊ヨftil.t.ViabJe'事でω1カ丹後に1:61
例中日例(81%)に県運動司聖書."・，.遅れて改書し

て〈る..例も含めると 1金事後に 1.t61例'1'58例(95

%，に際通"防改普を認めま.N，・l-vlnblcnl;t 41例中

9例(22%)のみに改善'を認め."%の症例U自主醤.認

めなかヲた ζれにより LDSEIζUl1る1年後の盤濯

働改魯に付するお閣11'111)'l.t 95 %. S開cifidt)，は"



46 .(，腿 Vol.12 SUPPL2 {:夜間}

Cardlac 
death 
p=NS， 

40 40 

0

0

0

 

3A
草
2

.-30， 
ポ
} 

20 

6% 10 
ィー「 。0% 

VIo副eNon叫able

。0% 
明凶1・"00叫・.，.

図 ' "耳鳴陶予後の比線

CHF 
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、抽出 Non-vlabla

%でhヲた
心筋血..シンテに$;11る血演欠綱領験数の比絞 p
は。Vlablet;l!急性"'''術自以内}の 1.6主1.7に対

し， 1カ局伎には1.0:1:1.0と有窓に減少したが1，<
0.00， Non-viableft1¥l:急性剣3.0:1:.1.8に対し 1カ

月後にも 3.0土1.7と変化を認めをかった

川し側カデーテル検4援における在室駆m$(聞の比般
では急性剛"綱同)において Viable"1ま:'2.5土

12.5とN，・，-viable"の49.5土11.0に比して術窓2告

を認めなか令たが， 1 カ丹後には Villbl~"11 Soi.3:t 
11.5 t <設省し NOIl- viable"の ~7.0主10.3に比して

布恕差を認めた(p<O.1附

運動鮒容飽(f¥'lF.Ts)の比較では，退院時に1;1.Viable 
碑5.2土2.0とNOI1・I'iable鮮の5.1土2.'に比して有

意差を認め舎かヲたが，平均2与の観察期聞において

Viable 院は6.3土1.9と改善を認め， Nnn-viable oG) 

5.5玄2.2に比して利憲差を認めた(p<0.05).

平地 2.~ 咋I問の追跡が可能であった"例の心事紋

の犯生阜の'"慢を図tに示した心臓突然死は Viablc

mは50'時'1'0 B略(0%)と認めなかったのに針C，
Non-vi3ble r容はお例中2例(6%)に認めた 心不全
に必いても.Viable"はo例(0%)と認め"かったの
に対し.No.首 相ableUは3例。%1と有怠俸を秘めた

(がく0.02)，不安定紋ぬ'"およびw，獄死位の再穂積に
おいて I~. Viable ftf.は 13例。，%1に認めたのに対し

N，叫 viablegJでは2例(6%)のみに認め自恕釜を認

めた(;c'<O.OZ)

s考.. 
これまで梗進締の型連載岐嘗(viabi1ily)を予測ヲる
うえでのLDSE(1)削 1盤を報告したものは多叡おり。

心筋血擁SPECTゃrETに比闘するとされている

型選働改暑を予測ヲるうえでのし浴日の泳:m岳山
ily. Spo:矧rlCit)"11 Claude"やWぉuonabc制らの鮒告に
もあるとおり.ー般的こはそれぞれ81-87%.84-88

%といわれている 木検討でもSensitivil)'は95%.

S関eifldt)"1: 78 %とほ"同制度の結保を得た そし

て艇禽鮒の墜遮働改穆にお防る起動力隊4心筋組織への

血混の改替にあると4与えられた

Belan.lioel1i"らは Viableな例怯Non-viable位例

に比して述動的の蛾業代謝離が有舶こ"持すると総告

しているが。本検針でも Viablc伝例はt均月後にU

Z区"魁出..ヵl!fjgに改脅し 2年後にf主計!J'.tII量動制
宅芸能叫~!!~示すなど同閣同結果を得た

日D5Eの慢性虚.，心筋{冬眠心筋}の反応から心筋
便第服者の子役が擁測で8る1:.Imran町、じlIao-

1'1¥1噌“らは総告しているが.これl;lHDSEにより'"
Z量るM里山1.，国川昭 υrbi，ホ蹴icr....ponse)が認めら
れる例は。'"必の信い例に比しτ再板進や不安定後~

鑑の山鹿織は緩いが突然死は少"いといフものでh

る あ検討む慢話臨婦の録湿動改格(viability){是認める

Viable !J1;l tIftll!!*ゃ不安定狭心盤の出S砲事が省窓に

尚く む不全のlli税調Rは有意に低かコた 虫た， 3処総

死は Non-viabl~ 鮮のみに認め切れた これより急性

期にお J} る気絶心筋，"側m~d myocardium)の検出は
慢怜別にお付る冬眠心筋(hibcrnat時間削rdium)

の検出と問符に。心筋縦'"'物の予後.推測で.る可

様性があると忠われた

S鮪爾
LJ)SEは心筋側鶏急性..にお付る梗....の引abil.

ity (気絶心筋〉検出に有用でhり。市bi1ityの砂町仙



筋製ヨ踏S思者の予後を他湖するうえでの徹SI:した総定樹
子に伝る1可能性があると吻えられた

I :0:猷
J) C偶micoA Greco， et 111 : PrOJl;OO剖icvalue 01 

白.bu!lI mi問 ~h四rdio宮raphy enrly aftcr 川

町 licatω 叫 e myocardial infarct!on: A 

compMI純白w<山似.re・誕 electroc箇"ωgraphy

JACC 1997: 29: 261-267 
~) Cl~ude Le Feuvre， et al : A問問。frcvcrs 
iblc dY$'lyncrgic segm回 15aftcr acute myocar 

dial infa悶 ion: Dobutaminc cchocar<JioKra凶y
間割崎山allium初 1，・ngle材、。ωn Olr樋川
COtll¥J¥llωlon1<.>gnlphy. Am Hl'Ilrl J 19糊
山醐 675

3) Wal品川beH. et al : Dobulllrr市IC51r邸調sechc曲 r

diography predicts reve印刷ed)'sfunction alld 

'"川ilalesIhe e足tentof町、c¥'ersiblydama!<ed 

心臆 Vol.3Z 5UPPL.2α制)0) 47 

myocnrdium aft"r Teperh剛00 01 IIn¥町"
m，曲rdialinfarctlon. JACC 1蜘 24: 624 .，0 
41 Belar，訓引陪川 R. CL al : J.ow dm鎗 d，.瓜IImm.. 
~h，回rdiogr冶phy predic~ imゅ"、'cmcnt '" 
I山lctio凶 capacitl'aft"，r exerc鴨川凶ngIn 

palicn凶 wI¥hischcmic cardi"myopalhy : prog 

附岳山川、plicntiotl./ A"， C()II (;(mJir)/ 1998: 

31: 1027-1034 

5) hnran Alridi. el 111 臥)butamin~ ポre騒~ホOC"'

dioRfllphy: Sens.ti¥'ity， Sゅ。αlicity.a内dpredic 

tive vatue for future cardiac evcnts. Am H，配M
J 1994: 127: 1510-]5]5 
6) Chao-Hutlg. cl 111: Prolll1Olitic vatue 01 

dobu旧mineech侃 ardiography.n Imtie刊1&allCl 

Q-wave or Non-Q-wave acute 叫 'ocardlal

in(a剛 1肌 A"，J白 rdio/1991:1: 82: J8-42 
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Dipyridamole負荷捌rI-SPECT検査にお貯る

不盤脈の発生率と虚血性心疾患

m同大綱・ 野鳳隆司・相凶秀朗・ 平弁桁・
際関光・ 片附_Igj・薦問正俊・篠山霊威・

Di~wridamole(以下 Dip) は. ""TI←srECT検涯に

"いて週動負耐の存可雌な応宥に日常的巳附いられて

いる灘綱である 刷pの有紛盤と安全性"根傍されて

いるが， ""'低下や極々の不整"'"発生等の副伸'"

問時に帳台されている"Davidらの鰍告では.Dip 負

荷によるv削 ricularprematu限切岡町加"以下

VPC)の舟生が鰍TI-SPECl'機賓の肘d，刷。ndefect 

(以ド PDlを検知でSる感度は68.8%. ~ØIllは 43.8

%であり，また VPじを認める郡では，，"め"いmよ
りhωroが多いミ とが示唆された" そこで続々

は，問p負荷に不護服認発H叫可焦が虚血性心彼胞の有

無.予鎮で倉るかという依講を検討した

s 方法
対勉1;1.1 9'J~ ~ 4月-1筑前8年12Mまでに本院で

0;1)負荷"引-Sl'J::C寸検査をSH凡 1"名 Dip負
荷>O'TI-srF.CT検査はO鋪 ""，1""を4分聞か"で
飾脈注入し.その3分後にタリウふ...脈注射し。更

にS分後 初捌似を織g修した。その3時間後に後期像

を"'''した側。Equiv山:alstud)'およびrever剖bl.
redistrlbutlonを示したIIE例は除外した

1. Dip負制岡山安静時 ECGにて才蕗脈を稼めない隠

の織対'S9名}

2. Dip 負荷9fJ~!t1ijの ECG の不霊掛の有無に飼わ

らずDゆ負衡にて何らかの不盤脈をま秀知怠れた厚で

の償対(24名}

， ..，匹
以，.達制にてニヨ，..は減少した(9.9:t2.5吋 8.1土
2.1 x IO'mm 1lg X bpm (Dip注入開始後...主0.1

.. 膨大手大字院.学研究約繍碍翁錨?通産

{叩蜘7酬闘回開，田I54) 

m;n) : p<O.Ot) 

抽出幻いて，Vl吃の醐と .00THiPECT輔

の聞とω鐙由主ω0%、符異àW:57.0%で~?た

また， VPCの認売された鮮のほうが恥吋 "uの所見

杭誘発されない群で1;1re開問blePDの所見聞多か

った〈表 11.ζの鮮におりる脇床的拘僚としては 高
齢倒位。安静時F.CGでのQ，突の存在が穆げられた

表 IThc 附 叫 制 anddinieal Yllriablfll ur method 1 

II Sdntigra凶~ perf，岨仙 ddぽ聞調""Vpc
i'l.l( +) I'l.l( -) 

Oip-indua，d VPC(+) 11肌0% 2・0%
(8/]0) (2/抑}

Dlp"lndueed V酢C【ー}・]3.0% 57.0 % 

α~/79)“5!i9) 
p=o.閃 byFlsht内..~，陪蛍

2) FixNl a材 rev~rs.ib除 d印刷 VI'C

fixNl "~酎1Iib]c

Uゅーin~叫吋 "1吃，+1 62.!i % 訂..%
(5/8) (3/8) 

Dip-induced ¥'PC(日} ~6.5 % 間五%
{日I~) (25m) 

11=0.06 hy Fi~s I':xact te3t 

川吋向。1，山l畑山‘制自l.lip叩 VI'C
v泊吋凶.Ic

Ag.(孟65y. 0.) 
Male sex 
Q酬明

日成.副 I"，V 

日向 l山ヨ'"川 H，
Anl(ina 

rate 

飽 9%(.反ν初}
51.7 "“6/89) 
48.3%“3/~9) 
2.5" (2/89) 
2.5%ω1891 
。%(0/89) 



Arrhythmia by D巾

24 Pts (24/136 : 17.6%) 

< catheter叫 l:n=121・
In..'" ・.3%( 1ハ"
IVO 12.6% (3/12 1 
'" 崎市(2112) '"・1.7"(5112) 
PTCA ・1.7%(~"2) 
STENT 8.3" ("'2) 
CA8G 33.3" 【 ~/I2 ) 

PD (+) on 20・TI-SPECT 
'5 Pts (15124 : 62.5%) 

+ 
9 Pts recelved the catheter study 

(9/15: 60.0%) 

IHD (+) on CAG 
9 Pω(9/9: 100%) 

図 1Th.帥 e皿 M method 2 

aZ The clinical v町 iablesof meth・d2

" 民泥沼"苧醐

Af 

'̂'C EもV"I'
VPC 
CRBss 

'" 

12.5% (3/24) 
4.1% 0/24) 
・1% 0/2・}
8.3% (2/別}・1% 11/24) ・1% 0/24) 

2) Dip in<l凶凶 arrhy山首"
Varia刷e

V陀，.;nl[l"

"むcouplct
V1'C triple 
PSVT 

rn" 

15.0 %(18/2.4) 
4.7% 0/24) 
4.7%( 1/24) 
4.1% 11/2心
20.8 % (S四}
4.1% U/W 
4.7% U/2川

A陀

Sinus arrhytlunla 
CRBB8 

"""抱d凶冊。.fc位式alvaria.b1l'-w愉 D命令叫，，"，M耐w由
v"鳩山e r"'，，， 
Age{孟“y.0.) 初 1% (ν~) 

・1.1%¥10/24)
お 3% (81u) 
。%(0/2.4) 
4.2%【I/W
8.3 % (2!24) 

M山間

Q waves 
ST dep孟0.1mV 
H)'j>Ote回叫15rnmHg
A目tgtna
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+ 
3 Pts recelved the catheter study 

( 3/9: 33.3% ) 

IHD (+) on CAG 
2 Pts (2/3: 66.7%) 

"jj'lll21o:おいて， "'Tl-SPECT検査でPD{+)であ

ヲた嵐者IjIS.ti(6U%)であった との内9名が
C削除'"検輩を受tt.9 ~院会員が動向原硬化柄膚を指摘
された此とのa患者都で.Catl叫".. 獲を受砂た 12

名'T.動脈硬化続使を抱備されたのは"名(91.7%)
であった{凶11 このa曜において nip負荷にて。胸繍
告訴えた宥は2名，血原O降下はi名であり，臨曙的特
徴はなかった{議21.

， s岨nunary
Dip負荷による VPC鵠郷が洲TJ-SPECT検主主の

""，.峰崎nde{，悶tを検知できる感度怯80.0%.特異度

は57.0%であり.VPC鵠宛静では fixcd pcrlω剛B

defecの所見が多かった 次に Dip負荷にて不盤脈が

蹄宛された電撃において， "'Tl-SPECT検査の"'''
f醐側 (]ef.削指摘準62.5%.ιathe1er倹査での動脈

硬化病変捌嫡惑は91.1% t'.多岐侠息病変が多かっ
た

s鎗語
Dip負荷にて不盤蜘唱掬される恕点において虚血

性心疾風の有司障する可能性が商いととが示唆された

s文献
II Letle J. e1 al : Safety o{ Dipyridamole Testi昭

in 73醐Palie由 TheMul岡山町'"



となっている ただし51舷下がるるこ之と織10l憐心
察組の"fi."tf.を示すこと"阿遣では往く その絡81iJlI'は

Ikirt;:Jや奇勝らによると約90%である・剛 ST低下

"雌闘として.合併する思動雌倹"以外に心"内伝場

隙曾，機物〈ジギタリス令ど，.電解貿易処常，陸別， 過

険気 TalI!の膨縛，お稼負荷，制限守的心筋晴l飢在吉区

肥大.心電図記録の絞術的裏閣などが考えられている

今自の検討では1，らかじめ鑑動脈篠訟の合併を除外し

ていることから.ST低下の原因.潜在住の窓.脈後

組以外に求めることになる 夜々の検討で".心岬網

働ω存在k運動向叙脈の組み合わせがST低トに影何
倍与えていた Arono¥¥'らはよる考察，併せて考える

と。心房制動による心房収繍の繍失が心始出量"低下

.ヲ'''，こし，綴脈によるt!I:~誕捌の組織が般家舗裂の
商eったむ筋へω冠血泌を"下させZ相対的心筋雌血
.来たした可能件がある またジギタリスのST低下
作用はよ〈畑ちれるところであり。文献的にも多数維

をきされている刷。今岡の対象倒にジギグリス内服例が

多いととt， ST低下例が多かった 図と考えられた。

s結鯖
巡動晴眼侠患合併~").ttい僧剛弁撲常E定例の運動負何時
ST !I{:.~'に肱，心Z詳細動と最大心泊費被およびジギタリ

ス肉眼が関与すると考えられた。

心腹 V乱 32 SUPPL.2 (2000) 5 
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Idamole S，1.fe唯yStudy. J NlIcI Cardiol 19'J5: 
2:3-17 

211匂binD1.. Cl 111 : ̂繁狗Ci8tiol1of Ventricul8r 
Ectopy wltll N凶 learS凶ntigrapllkPerfU!lion 

~feçts Ou ri昭 Dipyrid~molc 51陀ssTCSli，惚

CIi" C辺rdiol¥998: 21 : 100-102 

3) W以前市bcK， ct 111 : Compari~iol1 of Aden醐"'
Triv知明xmtea吋 DipyridamoleIn以agnosisby 

TllaJlium-20¥ Myoca吋ialSdntigraplly. J NI<ct 

Med 1997 凋 "n-5Rl

4) Tail1cfcr R， et al: Compara創刊 Di3gfl凶 tic

Accurllcy of引 201aod Tc-99 n1 S出 amilJi

Sl'EC1' Imaging (附fusioo1Ind r.'∞i1:atω 
SPF.CT) il1 Oetectinl! Cnrnnary A同町γ 以~，惚
10 Women. JACC 1997 : 29: 69-77 

5) Dabizzi P. et al; Vipyr出叫川剛 a

S[)OCilic Syl叩問。fScvcrc Multivc~1 Dis 
casc. Coron A地 ryDis 1994 : 5 : 365お8
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ドプタミン負荷Tc-99m-tetrofosmin心筋シンチによる

心筋梗塞にお貯る心筋viabilityと心筋血流の評価

m井• .A畿・ 惚困栂"近膝筑・ 元'"貞子・紙禁伶・ 古岡敏也・

安保当路公・ 鳳川 洋・ 野村雄M阿・ 若宮岡仁・ 渡iII佳彦・

s官"
T，ー鈎 m-心筋血'"製剤。 QGs(仙幽ntltati¥'elIated 
SPECT) prop:ram nよぴL ~r.型ガンマカメ ラの開発

により匁'"闘で心筋血泌と盤巡動を附時に評価可織k

伝った

s 目的
QGs programを附いて，係容肱(1.)および高容量
{日}ドプタミン旧0ω食材時の山筋血混と盛巡動を
向配.mイ冒し，心筋 viabIHtyと心筋血視の関連を倹討し

た

. ，暗a除
隊n悦治筋祖国彦 4例

s コ町漉
"' .. 時に TC400 MIJ<J 怖を主し，lO分後巳安紳時心旬属
国同期SPECT(rc喝。を雌像し心筋血流と.. 溜勤を評

価した その後引き箆さ ISDNを活下し l分冠動'M¥'i'
鉱銭した紙舗で，低電撃:111:0013 5γ負荷金開始し，開始

4分後からSPF，cT(I.-DOB)~傑像し...話題動のみ評
価した ，.，院後から商科及DOR負荷を待ったり08

~5y より開始し. J分毎に5γずつ繍綱し.85%
THRに還したら?印刷M刷佼与し 3分後から

SPE口四一DOR)を野印象した ζζでは盛遍動のみ

を評価した民泊はa最大40γ とした その後。 ooR
の投与を.).止し.SPEC九(H-ooUlを"，.した ζζ 

では.ooR 負荷附の血...評価した以上の方放で.

心筋血施の掛価は安静時左高谷会盛田B~術的の 2

同盟民運動の野剛院安'"''低符~OO抱負荷時と商

_W~.衛生大手限切.筒・.附u

(，. 410-1間町一…

容量008仇湖町の3也"ζ伝った{臨J)

s舗果
重症例lは"乱射性，前盟中附心筋梗ヨ館。急性期に

左前下汗技の99%終想に対してPτ"CAを錨行し.そ

の後再'"埼障は認めず，約lO"丹後に心筋シシチを施行

した 安静附11，前盛中隔領械に血流低下とg陸選劃の

低下を留めた， L-I訓08負荷時には，制限.. 中心偲の墜週
般J!H!に悪化するが.梗進周辺部で砿型煙運動l;t~旗手脅し

た H-OOFl負荷時は榎君臨領峨の血流成安飾時に比ぺ，

事化した君臨位主改静した部位が混在して"り.全体と

してlまあまり変化していない.しかし，根容断械の型

選動"明勺かに感化した{悶2l

li.例 21i13綾，男性.前盟中附心筋鍵'"急性飢に
は友前下行伎に，，%，央常を喜怒めたが，保'(f.的に治療

し 2ヵR後の窓動脈盗個院では後略却を認。4旨かった
約4年後にむ筋シンヂを飽符した 号をゆ時M耐罰眠中関

ヒトヤ慣に血施。t下と健巡動低下を認めた L-ooll 負

荷"は安飾時に比べ!lt運動の改碍を認めた H-fX)FI

負荷時は '"施は安相時に比べI，.fかにa自書した帆
娘.. 動は安静時よりさ勺に感化した(Il!:!3) 

今回の倹討でt:.艇理事館1亀棄の媛mf恕狭取の伝い2
例ではし 008負紺時に盟通動'"皮普した娩'{(.，釘窓
総司留のある2例U:，1例は盛運動が改脅し. 1例は悪

化した L-DOB負荷隠でL有窓狭可能がめれば虚血が
親縄される可能性がおると智えられた [.-f)QFI負荷

防は 4例中3例は盛遜aめが感化した.そのう色 2 
例は手il!1実可解bな〈 臨械は安紗"に比べ，不変また
"住度改善した i例U有愈政明"があり，自沈k墜運

動の岡容が想化した 4例<tのl例は。.，週...剛流

ともに故笹した
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図 a線車方言告

闘 2 症例，

s考鎗
傷容量008負荷は，心ヱコー闘での検討では心筋
viabHityの野信に衡問と官われているが，今回の検制

では残存有'"様相があれば蟻'"が鵡発され照足並動が密

化する可能性が示峻きれた 尚容盤以地負荷は虚血

の診断に有周とされ，心4 ヨー図での繍討でほ，盟運

動が想化すれば虚血が誘e署されたk診断するが今回
む筋シンチで..泌を肉時に部備すると!ll盟動が沼化し

ても'"況の恵化していない鏡例も認めら"'ltt運動の
評価だりでは不十分であると考えちれた このような



図書定例2

盟運動Jヒ血.. の議屈はどのよフ令術館"のか今後検討
する必要があると与えられた その街官僚同ーっとして

U，DOBによる心筋のカルシウムの畠負何が考えられ
た

s 舗鯖
本訣によりむ筒、dabilitrばかりでな〈心筋d陸自の

評価む可能でめると考えられた DOR負荷で堅選動だ
υから心筋の状鰍を帆起するには問闘があると地われ
犬二

川じ腕 V机32 叫 PPU (謂.， 幻

s 文献
1)下ノ'i~語紙止輔氏古m敏弘ほか前闇イソ

ソルピド ドプタミ y雨負荷心プールシンチグラ

フィに Kる虚血性心疾患の心筋viahilityの評価

(第 8回心臓級医寧研究会) 心臓 19刷 20

(制p凶Zl: 212-222 

2) Ccrma附 G.K同 11，Kav3nnp;h PR， ct al 

Autommic (JulIl1tificll1ion of eject附11frllction 

from gated myocardia1院'"山山 SI'I!:Cr.J 
Nuc/ MI!U 1996 坊 2138-2147



54 .(.，般 VQI.32 SUP凡 2(2000) 

鹿血性心疾患にお付る高速CinePhase Contrast MRI 

による冠血流予備能(CFR)の評価

資藤智宏・ 佐久測調医・・柴凶家宏・沖'"務・

井阪肱樹・竹図 'j!t，. 'IJ野趣・

S冠血波予備能(C.'It)と"
安併時窓CIl斑"と巡"管鉱張剤投与後の属大鑑血総

』訟の比として定義されている，m CFR O>]F.旬飽'"
-，前後であるが，怠猶'提供噌2の制度に応じて低下.

宗す

! M削による忽血混とC聞の非慢.的計測
燈蜘脈は心揃および呼吸に伴って動き，血管筏も小

さしMRIによる血秘湯+測がS最も闘婚な対象である
しかし鎗近の高速C冊目凶同時 Contra叫 1'(;)MRIの

噂入により. ，聞の呼吸停止ドに収総捌から区猿末期

まで趨血旋速度を針測で@るようなったへ

Cinc PC法による CFRvt測の炎療でめるが.冠動
脈の走行に矯百貨なス'イス凶ょの商渇CIlICPC聞僚
を沼血符拡傑剰の静筏前後で収集している。約25秒間

の呼吸停止鎗像で9-167品目ズのシネ画像を収集で

..蘭像の計測は，位制整画臨しt:O)揺動燃怖に関心街

峨(Rα}を重安定して行う.血管鉱様''''与前後の鉱延

期優犬白血施適度を比綬することにより CFRを求め

るζとができる{闘し"

a 健常者および虚血色<.実!.f.患者にお付.J>CPR 
健術者'"例を対~に CÎlIC PC M RI ~をmいて LAD
鉱銀閣厳"血浪速度 H~iIKしてみると . 安a砂防に Jjl1

る臨機速度03.5二日 3crnls)と比厳してジピリダモ
ール役与後の血流適度怯明舷な噌加告示し“'9コt
13.2cm/s)， MRIから求めたC聞の鍛は3.H土0.59

であったこのCI'ミの傭".従来文献的に報告されて
いる血管内ドップラによる'H則・，..・'..草食道エコ に

':a.'i火学医学.iilJII"I内糾
同~..斜

t守 5 l~-&507 樽市rr.慣例 2-17り

よるiI測値"".PETによる計測健闘とほ暗殺した
遜動脈溺膨上LADに有窓線噂が認められる虚血性心

疾，.."稲II例を対象にMRIによる CFR計測を符勺
たところ，健常者採に削タる CI開 催邑比敏して省怠

に低下していた(l.62:tO.50vs3.14土0.59.p<O.Ol) 
{闘叫

i MRIドップラフローワイヤによる CFRの比般
MRI HRいてCFRを弊後縄的計測.篇胤的に用い
るたぬには.MRIによる CFRJ十測S置を切でに磁泣き
れた CF喰針測法による値と比較する~揮がある.園陸

血性4峡.".響"例を対般に.Ci，間PCMfUで京め
たCFR傭と.x..アンギオの隠ドツプラ7ローヲイ
ヤにて求めた CFR舗を比較検制したところ，良好な

組側告示した(r=0.9l)(1割4)

i MRI によるCF賞金用いた PTCA後の再検窄

野信

定前下行被の近位自事情変に対しl'TCAを続行した

9 例{、γ鈎~.歯切践}を， PTCA 後 1 カ付録に MIUI喚

益を締行し.半年後の健認滋"までCFRの鰻略的変

化4をみた 確認~，膨にて抑栂挟ゆ瀞6例においては，

緩過'1'CI'Rは一定に傑たれ.，カ月日1.97主0.37，6 
3命H凶2.29含0.31であラた(p=N針。}方略狭埼"事
3例にねいてI;H カ月間より CFR1.1低下傾向を宗
L， 1 .i・月目 2.27全0.49，6カ月1]1. 52:1: 0.15 で~っ

た(p<O郎日図引 このような円'CA後に外来にて

緑り返し絡行できるM削は， 非侵g礎的なftH実増評価

に干11Ilと考えりれる

I M聞の今税の展望
a遮 MRIO像訟の進歩により，冠動脈の硬手餓診断
{沼.. 録MRアンギオ).般能診断{血施計測}に加え，



<股 vω辺 5UP札 2 (2000) 55 

医冒 ~ ，，= . ・ n: ，.;.;.-.‘' ‘-“"'司.

，- 事 ~ ーー守、 ‘Y鬼伝省国主4EK喝 d

荷
下

ι丸h
 

負

網
げ
凶H
 

ル雌嶋瞭

リHH
 

↑
醐
が

t炉
十
苗
咽
寓耐

リ
る
λ

ピ

よ

at‘
 

Hジv
に

湾

.

曹

何

"

附
J

州叩…附

…
 

困
ト
幽
制釦

柵
内
開

仰
似
凶
叫
削

hω切
ジ
陶

ド

"

闘

戸
劇
惜

融

t
醐
捌

叩
沼
ゐ
♂
澗
伽

!

マ

釘

凶

酬
噌

」伽岬

の
、
れ
ハ
の

即部
捌
刊
醐

る

ル

am

"

一
少
の

お

毛

-ユ

-m

に
グ

グ
4ぴ伊

者
り

マ"“り

働常m
ピ
の
鏡

健

ジ
後
帽押口

園

Velodty 
(cmJsec) 

with dipyridamole 

s 

basel附

1 

。 同 間 醐 ‘ω 5凶陥 制

Delay after ECG出 gger(四)

飼 2 健常者において高温ClneI'C薗像ケら計却した9ピリダ毛 ル銀与

9て約3俄広場加し
ている



" 心臓 Vol.32SUP?U (2()00) 

70 i CFR=3.14+1.0.59 70 CFR=l.62t{.O，SQ 

E印0"J£::コ!?払JLLLa叫山h山h (n=l1) 

60 IAD剖佃酬IlI， lI
Male : 8 F~mal~: 3 

sH・唱一一一"--7/ Aqもgne“AH4210F7Eh % 
S : 83.8.'. 

OPV 40 
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a. Normal voluntee悶

dltEEamoe 
b. Patlants wlth LAD 5t曲目osis

国2健常者および血血性心高噂患者にお"畠 MRIから京酌f:CFR値

Cl'R 8 
M 日IgcPCI¥k Velod~ y 

Flow Wi.e 7 
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n・"

o t 2 3 4 56  7 8 ‘閲4 ドツプラヲロ ワイヤを
Cl'R 用いて肘剥したCt'J隠と

副首tolicJ'e.匙 ~Iocily 高薦。同，cによる
MR! CFIの比鰻

心筋 perfu語。nMRJ{ジピリダモ ル負荷によ る心筋

虚血移断)。ド プタミシ良湖MR!"C心筋a胤心筋
viabil・"静価)などが庖保応用されつつめり.Ml.Qm
領域に幻砂る役割は変化しつつある

s文献
!) WilwlI HF ωt~I:Prt割diçtion ()f the physiolQJ里町

signlncance 01 conmary arterial lesi。陥 b，
'"刷titative出削伊川胤'Y附削刷1>1with 

limited coronary ane1円ydisea紘 Cirrnωm"
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はじめた

1987: 75 : n3-732 

2) White CW. et al : Du個別副首1intcrprctlltion 01 
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ing. RDIl;.，J勾.1使訓6: 19・1~5- 7咽

~) w刊腸伺 'F 凶 ol: Eff偶 18of øde<珊~州
hllman ω附 !uyartcrlal circ叫副on.Cirr:u1D 
tω附1鈎I:!U: 159崎・J6ω
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.d訓ωinc.J Am Cnfl白'"叫 1991: 18 : 485-
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.γンポジウム「冠動脈疾患における薬物負荷民闘の有用性と限界J
総合酎抽

座長湯温佳彦(藤園保健衛生入学復文週報復命病院循環磁肉料)

山辺裕(神戸大学医学部第 1内科)

境遇【E盤袋) それでは古賀有問問討酋というUl1で"

ありaせんが."1席はちょっと温うパター
ン也ものですから，機会があ札ぱ#伺いした

いと思いまヲ H'，¥'， 6~留の先生方は. Dipyr 

idan・.1，負荷と TIあるい 1:MRIの

的叫alityをお使いに会ってやヮていらっし

φる訴前の'1'でも出たと思い.すがDipyr
idamoleを使うことによるメリヲト ・ヂメリ

"1 ~ ，あるい怯各 modalily のメリット デメ

リットをまとめてお訴しいただ付ませんか.

まず4w，01)m図先生から闘いしaす
構悶 ""阿damoleの限抑点ということですが。

.ず弘どもの Stud~ では不登脈の読鋒とい

うことが 1点hります Dipyridll削除負

荷捌TH'iPECT倹査で不髭県告さた'"'臨場

は"包でしたが，阿闘行っても阿じ布製脈が

でる.. 省は1名しかuりれまぜんでした 残
り5名に倒しましては，2(1%-5(1 %ぐ句いの

倍率でし念同じ不艶..を誘発でき省いところ

に'つの限界点があると思います

次にPerfusionddectの問題が"るのです

が， Dipyri伽mOI~ 負荷と運動負術を行った

と曹との絢滋点として double Vf"(刈田"が

:U窓にさがるということですということ11.
画像上の取込の'"してるらbれている-"

に，coro陥"但owrcse向。金反検しているよ

う栓相対的な取込みの殺が禽.れている可縦

性があると考えられます

議選{座長} 引 を使う ζとに燐しての問題点は特

にありませんか例えばテトロホスミ y等ほ

かの敏'"比較していかがでし主う

祖国 地の銚縄との比肢としましては，自院では

"同'fc-tetrOfo.lmin，商品名ヲイォピュ を

俊川しています PETとテタネ..剤と "'TI

とで比触すると.PET，納TI.テタネ製剤の

願で剣豪健闘が小さいという穣例がありま

'" PETの糊慣は-&良いので，ζの劇から

当院ではテタネ製剤よりむ'.''1'1のほうが優

れているのでは"いかと場えており，捌1"1を
使っています

車道l座長'6i慣のDipyr;dlll削除偽宵とMRIに

よる，.，υ"'ηflowre鍵'"を使ヮて再袋帯

会単nに検山するという方訟の限鮮と問題点
を簡潔にお訴しいただければ紛いでヲ

禽Ii .ず策物負荷に関してですが，MRの分野で

すと.適動負仰が現状で陪悔係の間四.総喝

の附圃毒事で無担ですので，どうしてb負紺に

関して隠機物負荷に限られてきます タもまど

京侮入学の網問先生からもご発袋がhり.し
たように.MRIでの続物負荷に関しての問題

点とし捜しては 心電図モニター寄与が十分巳

で@ないということで。寮."通?oiに闘する合
併催が非常に問閣となってきますただ."々

の雌設で通常や乍ていることでI;/:.大，'<合

併歯車符は箇て#，ません

Dipyn白mOleを使う理鴎lま.M民1の鳩合ど

うしてむ傑像時間がかかるらのでヲから.

mで効燥のな〈なる食悩tまできません.した
治5勺て.Dipyridnmole 0)メリフ トといいま

すか.沼鉱奇慢している作附附附をある"'"線

げるよう役負荷として Dipyridamn]eを使っ

ていますた位。驚.効般が理延しますので，

検査後も充分な観療が必重要です 裟胞にほか

の漏綱で冠按ずるようなパパペリンとか γ 

Tノシy負荷でのCFUでは事剤聞の省窓盤

I.t~ーにないという報告はされて"ります

漬遺〔座長} ほかの先生方から今のご姥袋に射して

何かご質問はあり.ぜんか

，，，11<のメリヲト ヂメりットに関して先ほ

ど省略してしまったんですが.宅狗先生，今

お催、になっている線物あるいはその反応.

みて.何必端良川はありますでしaうか.



毛利訟N演の..にもー胃だり巾し上げましたが，

符にYセテルコリンで廠血が誘宛された吻合

仏本当にこれが臨床で.~脅さんが婚じられ

ているものと同じであろうかという婦問がい

つもあります 微d叫勉特侠心鉱のお断のゴー

ルヂンスタングードがないので.そういうこ

とを慰じているわげですが カテ廷で附現し

た，.，窃度血と実際に患押さんのfd炊の版図と
訟うているものtIll;司じかどうかということU

いつも思ってい注す ただ，ぞれは今蹴どう

やヮたらいいかわかり傘せんし検従カ援を

変えることで解決できる閃揮ではないと思っ

てい.すので，例えばHl~とかを含めてただ

いま倹討しており$す

山辺"住民) 張物負荷ということでドプタミンと臨

管鉱磁艇が刷いら"ています 血管紙型民認に

閃しましては。 Dipyrid如nolcu: 1975年，ア
ルプローが採決を鍬告しましてから，た〈さ

んの臨床応則がされていまして!設が固でも

食碑む筋シンチを中むに広範にO芝山れていま
す脅さんのkころでも包蹴bあるし その

欠点・判点はよ〈わかっている方が多いだろ

フと思います運動負衡との遍い1.1.先ほど

血椛分布との選いということでーっ，"されて

おりました也九血管拡俄擦の持つ特徴として

m悶先生のデータにござい旗したが dou1Jlc
productが低下することがあります それに

bかかわらず心筋蜘"'に列常が出て〈るとい
3ことで.との点について京偉大伊の僧川先

生のロメントをお願いしたいと思い"す

機関 先縦も述べさせて頂きましたが.nipsr

idanwlc負荷管行うと，怖さん側約臨がある

と思いますが，血圧がトがり始め ぞれと問

時にheartrawがそれ告繍う分噌え車普 今

闘の ~t\ldy でむ 0.1 mV以1:0)5T 低下をカ

した征例は.2<例.tI例.認めていませんー

陶庇()]!>mmllg以上の低下を示した起例

は.~.I 開。 ， . I例でしたしかし.dooblt 

prodo附Sは引窓に下が 9ましたので

SPECT画像上の"rl，凶仰 deiL..:tはむ麟
鱒織で完全に七備が死んC肱付てしま 9てい

る都位と 逆に相対的な血誕鏡によって彼付

ている郎t立があると勾ぇaす
山辺(院長} それ肱血管弘製自信を使うと8の特典的

~J'JI.&であって .混動と返うという点です d

道厳 そうですそのために.coronarr但酬 r..se，y"，

による血淡榊加 ~-' E邸反映しているのでkまな

ι肩車 '>'01.32 叩P凡.2 (2印刷1) 59 

いかと思います

山辺(膳炭) 次にt ドプタミンのほうに修りたいと

..います。ドプターン.柑陰湿防負荷と訓

管鉱夜のいわば，，巾略的な作附を持っているよ

7 に~.われるんですが，む臓の位司，.，，，や r.

血液も榊やす しかし，それがどうむ退。動と

温う点は，全Sきの血液分織に追いがありそう
だといフ点を，肌井先生川発炎されました

このような作削は。道物負荷としてのドプタ

ミンのどのような.'，点につながっているんで

しょうか

血弁 ドプタミ y負荷で全身への血純分相ですが。

"動負筒のときにはかなり下肢のほうに旅れ

ていってしまうんですが.ドプタミン負荷の

ときはゐ主り縦れていってい伝いのではない

かということです 実際は冠動線の血浪記闘

しては1 どららの臼尚も@川似".刷やして

いますし実際に地えていると思います こ

れによって 運動負荷では血擁が余身のほう

に分侃されて，冠動脈のスチ ルが:Ail.eたり
とか。そうい勺たことは考えに〈いと思いま

すので.ドプタミン負荷の虚血の検出取に"

.脅するものでは信いかと考えています

山辺(険dお それから，蜘抽削{拠う羽合に"
動負荷にアィツトし"いIif例を対象とすると

とがあります，茅盟ザ円先生は。急性心筋縦型毎日間

.信い時期にドプタミシ負荷を使うことで予

後を予測するということでした ζれも臨床

~JW!l性が捌"で舎るのですが。この点につ

いて."に今回のエコ からだゅではなく.

心筋血視y シチあるいは BMlrrtいったず

ータを'"していましたがこれbのmoo;¥l町

に応削ずるL さら区灘刑剣術の脇床が斤B用

性は榊えるものなのでしιうか

茅野 従来です>.慢性問のや筋梗容のhibema

liotlに対して"別紙ドプタミン負倒むエコ

ー断法合宿mである乞いう級告は。かなり多
〈のペパ)が穆かれているので，が，急怜

期の艇獲舘"状態安保川批ドプタミンむエヨ

ー関誌で討f偏することがどういう窓味を待つ

のか左いうペーパーU 私殆ど知ち仕かヲ

たものですかり，この検討をしたわりです

自医者単怖の尉川棚甘司Rα状担砲を低'""ドプタミ
〆負荷心エコ 図誌によって判断することが

でき，笹山mnl11g令状閣がi旋盤するということ

が 一体，血統シンチや悶i¥IPPといった代
謝とカ向説lの情報で"どのよう位変化をもた
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薬剤治療抵抗性の重症日起立性低血圧に

対するペースメーカー治療

Atrial ta(hypacingの有効性

安部梢彦・ 沼山哲也・ 長友敏静・ 合志清隆・・ 中烏康秀ー

創立役低血1.1:1;1:H鍛診耐震上比般的商劇度に語留められ

る侠患でめるが。その原因は多彩で多〈の縮図が際与

している 起就位低山鹿の般眠納僚として来初血管

収錨剤・鉱賢司ルチコイド剤。砲にν，タ ド等によ
る紛仰が一般的に知らnているが，その治療はしばし
ば囚鎗であり 調定のい〈効果は得られていないのが

現状でるる ー払薬剤治僚低抗性の"出起立性低血

"'に atriallachyp.配布を併mし有効であった色切る
緩告がMωsら"".GrublJら別によってなされている

が，その般序は不列である *省文では軍総起立性低

血"症に対する atrialt，1ehypac!ngの有タ挫の機ff.a-

検討するため paClIlg rattlの樹選およびAV問問輔の

変化が超京時の抽t.IF.~下と，.状"'"に及ぼすZ修習につ

いて倹おしたのf暢伶する

g 対.および方建
綱不全組依鮮の診断にて。既にペースメーカー植ぬ

み衡を施行され， .Entt金低血尿による失件発作脅鎖し
た2症例全対象とした H凶 d-uplill 首殴，."度}を周

いて，ベーシングνート(GO.80. 1ω. 110 ppn)}によ
る血圧の変化およびAV時間(200，150， 1凶 m眠}の

及iます彰容について繍おした

総例1; 65成.!lJ性主訴は超"時の失神発作鹿
痢阪怯平成6年に梢不全信伎俳応対し氷久ペースメー

カ <ovo司t-1')姐込み衝を錨17されていた 平成8
年(1月より慢性腎不全により。血液透街を導入§れ

たその後魁状は統快したが労作時のふらつ8盛

全身倦怠感には改情なし組立"'に失""作を盛する

ように敬うたため，続草壁"般目的で当科入院となった

時剛ヲ時期2酬

関 脇伺経外"

内切7醐北九州l八幡西区世他'"

入院時のIfll原は臥iilI28/1<1mlnllgであったが立起

時 62144nll羽H，と著明な超rr.位低剛院を叫した
症例2: 59餓，男懐"訴"創立岬の失神略作現
嗣医U平成5年7月頃より，めまい眼前暗黒峨があ

り.1~1年 10 月 4.7 秒の心停止を認め嗣不全症候榊の

霞断で氷久ぺ→スメ目カ 循込み術fDDD'1: ド}を
受げた平成54てになり，めまい立ら〈らみ~状が

幼思し。当院繍経内科の遺伝子訟断で割震度性アミロイ

ドポリユ且ーロパチー"位と診断された 平成 9~9

月より立位時め失制発怖をきたすようになり，制量主治

僚のたぬ当裂に入院した 臥位略血圧123/7・mmHg
であったが.立位時61/16mmHgと有毒明批起立性低1I1I

"を卑した

s 結果
症例1の結果を閣lに， 椛例2の結燥を鴎2に示レ
た いずれの症例も植込まれていたぺースメー抱一の

ぺ ~:，...グ ν ー トを lω向'"以上に設定すると

head-up tilt蹴険(制度)による立位時の""'低下隙警

明に..~し立位時の症状回消失した.更に， ペーシ

ングν トを!OOppmに閤定し。 AV時聞を2凶
m岳e.150 m賠 e.100 mseeと順次短縮させて， 立位時

の血圧反応を調べたが， AV時間同変化による'"庄の

修響は認めなかョた 上記"宣例俗ペーシングνート
l∞ppm. AV時附 2ω"'=の設定で巡脱したが，理見
冶，tで創立候庇邸肢による失神発作吻j1f売は秘めてい
ない

s 場検
盆盛起立性低血l..l!tii(に対する atrialtachypaeinp:の

有効性についての報告は現在まで6例級官告されてい

るゆ喝 これらの~'5例を詳細に倹討 してみるL いず

れも組立時の血圧低下に対する十分伝心知徹憎加を認
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ら，のかというのがわかると，健期もし'"

長期的役予後に大§な指"と考古ラて その後

の息輔さんの予後とか治~訟に大きな示唆が

できる，思って との検討をしたわ妙です

山Ji2H血録〉 ドプタミンエコ』によヲて，..闘を倹111
する，あるいは低附録レペルでは心筋の吋a

刷'"が評備できる ニつの返った心筋の状

a賃金評価で，るというのはドプタミンの大容
な勉カであるわ"ですが，その柑剛山町

S似x:ifldtyといった点に闘して.，最近，憶の

modn1ityと比ぺていろいろ盆レピ>ーがな
されており.すし.またコストペネフ4ット

の罰からいいまして. ドプタミンエコーの

仲つ利点が盛んに強調されてい.す朝侮先

生から今回評価された訟斯の幽床的なドプタ

ミンエコーの"つ怠線合いや利点について。

つけ加えて解説していただ妙まずでしょう

か

尊問 先ほどは11動負荷との比般をお話しし卑した
が，ヨ軍動負荷で園陸自が鍵われた信例は.ドプ

タミン負術脅迫加することによ勺て宿御帳病

変のある告しを判山で曽る しかし.問題点

は，やはり fah;ep偶itivEが家だ残る点です

例え低そのほかの負荷引 との比般に関し

ましては，縦告されていますダータではほぼ

同専の皆既備力が示きれて幻りますが現災

関閣としては，エ 2 の場合に1.:1.mdc四，d

がtきちんと記録きれているかどうかが..，容に

なって.いりsす
bう一つの問題点は，評価の定，..舎の附魁で

すそれから.0除勧erver0)00の墾がるるかど

うか，その点がまだ十分躍立されていないと

いう問題点が含まれています.

もう一つのviabilityに糊しでは...，告された

lt隙をみ$すと.SPECTによる viabiHtyの
判定のほうが~附tivi ty が商いそれに反し

てspecificityが低いというデータでして，こ

れ''''ているものが這うためではないかと考

えており卑ず τI-SPECT 1;1: membraneの

川出町を見ている ドプタミン負祷エコー

伝いしMR1I;tフプンタシ2 シのリカバり

をエンドポイントにしている その盗が怒ら

〈ヂ タの2告に!臼て〈るのでは伝いかと考え

て"ります

山辺〈艦長} ありがとうごぎいます

業絢負荷をmいる吻合に，そのB廃物を阿いる
modality .!:のマツデシグが"様だろうと思

い.すが。今後，第物負荷をどのように宛騰

させ，どのように臨床応鳩をしτい〈かとい
うことで。 modalityの側をどう縫製してい〈

かということも，，~て逝札@ぃr...だろうと

狙います との点につきまして 噌凶先生の

ほうから。織つかのm""白lity.その優劣につ
いて，ご怠見をいただ妙ますでしaうか

網目間 禁物供向ということですが."まども触れた

のですが.lJiJ>yridamole It，ωronary now 

~総~を京事侵製的にみてい〈という意味に

おいて，アヂノシンやパパペリンで直樋~動

脈内に按射する侵礎的.'"貨にとってかわる

貧擦な鳴のーコになヲてい〈ので怯をいかと

考えています。

山崎{雄冊 目町a先生はいかがでしょうか
ヨ1.MRIの畿慢ですが，現状でほ先』ま"'仰しま
したように。負荷に測して陥商高抑負待に般ら

ざる.得ないところがありますただ，将来

的には遜勧角御可能なM'鑓置が側宛限聞
にあります その翠絢負衡に関してですが，

噌問先生の窓J!と同じですが，やはり非俊鍵

的 ~i平舗が，今後μ 臨床に.いて高〈なヲて

い〈と"い換す そういう盟主味では Dipyr 

idamolE負荷検進は非常に重要に伝って〈る

と思い.す

MRIに隠してですが，稜々の今岡発爆したの

はDip)'ridamole負荷による CFRの検討で

すが， ζれ"起動脈の極集纏惨衝であり台東に

MR eOrOn3ry an即時間ph，といいまして，

eoronaryの形磁訟断も間"にで8るという

こ".あと検草壁時聞には附随が出てきます

が，心根際.!I!週動のS平価。ぞれと心'i1iper 
f岬"とかグローパルなS準備が岡崎に施行
できるメリットが得X例には出て〈ると思い
ます

山辺{艦長} 細川、血管狭心徒について，毛初先生の

犠合には 夢書物負御ヒいい悲して .. ，鈴冠動

脈内注入という方法t 少し他の開削ality

と..う蘭があります.今後， IIllcro箇scular

angin~ の診断hるいは LVH を持っている

例で鋳鰻の温いを見分砂てい〈刀法として。

向。nーmvaSL切な評価方法があり得るかま

た.ぞれを飽床の惨断や泊康指針という面に

何らかの形で生かしてい〈己とがで8るだろ

うかということについて，コメy トを"酬い

でき.すでし晶うか

毛剥微小血管J(，(，'fi;に限コて申し上げますと1 繰



り返し 3nglOをやヲて微小血管の俊能を静

偏することはできませんので，岡田'"'幽切

な検整は火事だと.~ぃa す倒人的に 11.

I's"Iが局現時の心筋の血流..を non-mva副"

に測丸ますので有用かもしれ在いと思いま

す例えば微小山管銀心位の治療としてスタ

ナン.ACE臥望書...箇U句佃などが，内皮の

機飽.故事毒するかどうか，長期の冠循環にお

"る効果は今後の倹討穏劇です PF.Tで
f1QW rescrvcを7方ローできれば非常におも
しろりと.~いますe 実線， DipyridamoJeでも

"，j江血管後心健の人では代総'"が落ちてい

ると凶うレポ トがた〈さんありますので，

f)ipyrl白molcとPETを周いて治鋭効果金

銭捌にわたってプすローアップするのは大事

なテ-マで階俊いかと思います.

山辺(餓長} 娠後に，それで11実際に今日首にあっ

た検定撲をやヲてみようといコ所が多分Jhて

〈るだろうと思いまヲが.安全性についてー

言.聞いしたいと思います運動負荷試厳に

関ずる安全性については世界的にみても.

AIIA. ACCガイドラインから出ていますし.

悶本でもζの循環総負荷研究会を通じて報告

されていて，安全性は怒ら"直立されている

と思います寮剤負荷に闘する安全性につい

て.，.問先生のほうからー君主Z嗣いでさます

でしょうか

車問 ドプタミン負荷に闘してのみしかコメントで

容ませんが，当箪設では1邸羽目-1.600例経厳

していますが.死亡などのm町oreventI~食
〈紐きておりません少敢例で佐織しており

ますのほ，心2区住不聾"の悪化あるいはωr
ooary ~酬 hypcrtmphy のある息脅さん

で.h箆hd.慢にて LVの。utflowoblill1.lC' 
I;onを起こし，血圧の低下を起こす そのよ

うな鑑例号包‘貧していますが，安全性陥商い

心服 VOI.32 SUPPL.2 (20ω1) 61 

と'"えてい傘す

山辺(庖長} 足後に者賞者間同中で，何かこれ1.:111J;

というデ4スカヲシ，ンはござい草すでし4

うか，

予定された時聞がきましたのでー宵まとめ

をさせていただきます源的負荷猷臓は古い

歴史を仰った負荷試験でありますDipyr

idamole， Adenosine， ATPといった血管鉱

襲績拡，窓血管予備能安静師するということ

から，冠動脈疾患の診断，その痢...あるい

は嵐広.，.あるいは治僚制閣に利用されてー

ました 運動負荷試験と"ー味返った定温化

を可能にするものであり虫ず ドプタミシの

旗物負荷に閑レ摩しては比核的析し〈幽てき

たものでありまして，とれば今ホットな話題

kいヮてもいいbので。ドプタミ"汀 が

コストパフョ' マンスの耐からほかの総益故

金駆逐するかもしれないといヲたようなこと

で，心栂稼医学の倹遣をに依わる人たちからは

脅威の目でみられてい虫す しかし畿が閣で

は家だ保険適用 b認められておりませんし.

多〈の纏翠澗での診附能に闘する説諭もなさ

れていないといッ限状です今後の制諭にS

た合げればなら住い嗣もあるかと思います

きょうのZ置を総合しますと，建物負荷には彼

符のメリットがありaして.かっ安全に施行
できる しかし，検後方猿との関係で.灘物

負術がどのよろに熱製をよげるかということ

につき成しては，コλトパフ，-マンスや診

断の安全性kいった聞から検討さ札なWれば

信ら栓いというζtが今後の課題になるので

。まないか主思います

それでは，長い冊デ"えカッ~~:Yいただい

た腕容の先生とフロア の先処方，どうもあ

りがとうごぎいました これで般わらせてい

た t.!~ 'Ì. ず
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めない桜例で"悶Itachy問問ngが街効であったと考

えられている 今回我々の経験した2続例;，ぃrれ
も柄本全信候幹の合併を認めており，廊圧低下に対す

るむ拍数槽加反応が欠知ないし不足していた症例であ

ったまた.atria! tachypnci慨が組立候低'"艇に省幼

である ことの理由としては， atrial tachypadngを行

うことにより。拡袋持閣の減少を認め，京情出管内、の

AVI 200 

100ppm 

自静脈の血波うつ滞(v..nQ凶 pooling)を予防する効呆も

あったと考えられる，m 今回の我々の納尽から II薬

物輸線魅抗伎の重症起~役低山陀Iifに対する atrial

tachypac箆(1ωJ>J>nI以上)は。これまでの報告と同

線 失神等の臨床錠状を劇的に改善さ句。手需に有効

でめるこ kが判明したの atrialt紙hyp~α" の有効

性"機予は依然不明伝点が多いが。習定時不全"泊'"'



8 む腿 Vol.32 SUP凡 2 '"剛)

rolTOpIC 1問。"'''''肝閉}を合併した銀側に対して".

tJlChyr滑cineによる心叙繊同組皮膚加が心剛11.. の網目加
をむたらし.結局障として飾脈還惚‘誌の....と，血圧低

下...少さぜる.. 震泊された 3) -H， AV時聞の変
化Il.曲h限低下に明らかな膨響を及IU<>:か."ヒ

S文献
1)ゐ¥，雌AJ.Gla断 W and To凶J::: AtriaJ ta 
chyp.附rogjn 100 II"CIIIII剛 I01 I揃，;ω1Iwllh 
師同"ortho認alichypn陵情Ion.N F.ngf J 
Mtd 19110: 302: 1(56-1457 

2) Wc噸 marm[白血削 除¥.岡地蜘 AJ: eard・"
laehy開 cinl!for seve判 refrn<:loryidio阿 11，別c
orlho~talie hypole阻肌 AIIU /"/e，.，， A1etl 

E鈎2: 116: 65ij-651 

J) Gr¥l1)b BP. Wolfe DA， S削削ID.Cl al

AdlI pti~ rnt" 関山根 C曲 旬。1除d by r収"
v酬悶\..問問剛阿川 \"鍵，~
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1993: 16: 801-805 
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1983 : :U~ : 19-83 
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関川 "叫 "開臨時 聞 け."側同enl01 orth(絹

!lU ic hypolcr噛側 t白ilCf1llur・dlllllarld nve 
.d凶ti"鴻1ClIS/曳I同BllmcJJ. Ber咽ittn. Suuω 
R (td):N齢四日yM<<Iiatfd 5:戸田俊 Bakken

.~.問h 品川肘Seriea. 1'010同帆刷出・噌

C~剛y lnc. I輔， VollO，間一四

6) Grobb llI': Dysautonomle (orl ho~l lI l icl 

即時句史 J" Gruめ 1.11'， 01ぬ削ゆ向 " (.吋}

SYllCoPC : mechani創刊制刈胸愉附gClllclll.I1Ut¥lrll
Pobli鍋l1iCompany 1、c.1997， 107-126 
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馴山ω蜘 C国 h，附Ingin伽~ Ichllmbcr pac。
~.町"B. PACE 2(剛鈎 131-139
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近赤外分光法(NIRS)による腕エルゴメータ運動時の

上腕週動筋部の血液量および酸素化動態

笹原絡ー・ 9本ヨ伝来・ 水色野'"子・・ 蟻坂隆 ・・・ 般国光金・・・ 波宜銀行'

s宵景および目的
近午、運動中の骨格筋a提言質化動鰻を非俊'礎的に郁価
する方法として近，."分光法(nearInfrared spectr~陥

copy : N1R5)がmいられている NIRSは生体透過性
の良い近赤外光を利樹しa その特定渡炭の吸光<>吸

収体の調度とが直後関係にあるという L訓巾ert-B伐 T

の法則に基づき骨格筋組織のへ毛グロピン(Hb)やミ

方グロピ:.-{Mb)の酸素化・腕磯礎化状態13.tぴその

総震を非侵眼的に測定することが可能であり。ヒトの

遍動に"いては主にへ毛グロピシの変化を反映すると

されている"す合わ句。総ヘモグロピン窓(Toli11

Hb)は血穣震を表す翻僚であり，際素化事(&10.)は，
測定組織内の殿議化されたヘモグロビン(Oxy-Hb)と

税関横素化されたヘモグロピン，"0兎y-HT)との比単で

あり，組織における創院議の利則状績を様わす

Arnold .;.'ω"，上陸運動向の前触血械盆は健常例
と心疾患例で程異がないこと金報合しておりト肢連動

との差拠を示唆している}カ.N1RS ~用いた前腕運

動におげる酸素化動簡を被ぽJした象議ら"は.健常例
のOxy-llTは 25%MVじまで低ト傾向を示し，それ

以上の強度では逆に上昇領闘を示すと報告している

ーガ，..々 叫L下肢自転車エルゴメータ遜働でほ，健
常例の血機，，~運動強化の榊加に伴って納1吋ること

.見出して"机上肢運動と下肢遮働に想郷があるこ

とが示唆される

また，運動防での..議化勤勉と侠気佳作業閥値

(VT)との聞週は， ート肢エルプメータ選動において相

反する結集が銀告されているが，よE度運E即時の喝合の

'気漉大字体W研究制

" 肉体写拘学研拠斜
，..伺体育拘.. 民

φ 伺臨床医学諸島内科
t苧議崎臨" ワ'"市夫自伝子71-1-1) 

それは明らかにされていない

そこで本研先では腕エルゴメータ遅刻にお砂るよ

腕ニ蝋筋鮒の血液量峻素化動館およびそれらと V'[

との関連を検討することを闘的とした

s対aおよび方建
術忽鎖性7名{平鈎年船22.4企3.1歳，.対象とし腕

エルゴメーグを用いた最大心肺'"動負荷"分間の

wRrm-up <<1:. 1分免tに5Wずつ漸噌，.続行した運

動中の運動筋簡の血機盤およびSdO，の変動11.光鉱
徽~鎚式に議づ< NIRSを伺いて逮節約に計測した

すなわち.右上腕ニ頭筋部に麹定プローブ.現活し。

無償鑓厳司医モニタ(烏鯵製作所製 ;OM-2ω}を飼い

て，Jtn液盈(Total-HM，殴ヨ緑化へそグロピン(Oxy-

IIT) ，院周度調隠化へ毛グロピン(dOxy-Hb)むよぴSdO，

.，を少佐にサyプリ〆グし.得られたデ タをそれぞ

れ初砂聞の半絢値として算付!したまた.呼気ガスu
b自a出bybr..alb誌によりサンプリングし厳禁隈取

量君事を "秒間同平均値として算出した運動耐容能の

州側として最高耐震ヨ長銀取:!!(VIα_.，およびV1を求
めた.VT ほ V 罰B勾~法により決定し対応切るa捜索

録取量(Vo，)の値で示した測定申の'"内原嶋は，j区御

23.1(1.0: 50>・C 副主5O .2(~ . U)%であった

S結果および考娘

録商心給数"よぴVTに""る心袷"はそれぞれ
166(13). 129(!7)bcMs!分であり。段高殿鍬祭殿量およ

びVTにおWる隊司"略取盆はそれぞれ25.70.1)

17.2{t.2)ml!分/k，であったまた， 呼吸闘のピタ

組はl.Iu(O.01)であヲた
凶 1に全対象者の上嶋エ"'""僚の山積量lJ.tぴ償様
化動自闘を平均値で示す 溜""筋官官の血液量信 組動開

始砥後より増加したが，およそ 70%(VIα師会)付近で
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II運劇 中の血液粘度におよほす遜薗療法の修著書

静馬県立縄環招病センタ 高閲典明，ほか 1 

2}有Zまな冠動調病変を認めない僻惰弁狭犠症患者の選動負荷時 ST低下を

規定する閣了iの検討

千葉予平総，ほか 3 特乎底制大学

3)薬剤治療鉱筑位の!Ii晶起立性低rfn庇に対するベースメーカ一治鋸

Atrial tachypacingの有効性

安部治彦，ほか 叫6.111!~韓匿斜大学

4)近赤外分光t1HNIRS)による腕エルプメー夕刻宮周"上腕超勤務部の
血液塁および限索化動惣

岩原稿ー， ほか 9 m滋大学

-ー般演鑑 U

5)運動負街後の心拍数様少過程について トレッドミル運動負荷訟験法を用いた

健常鮮と冠動師疾患鮮との比鮫

岡野容史.ほか 12 *郊入学

6)交感神経活動および心始変動による QT時制川修飾ー微小神経電肉法による
筋交感神経活動記録を用いた検討

稲垣正司，ほか 15 自立循環視病センター

η 慢性心不全におげる反復使rhythmicha叫Igrip時の筋交感神純活動の輪対

関西医科大学湯山令制，ほか 18 

-一世信実題 E

8)心不全地i者の呼吸筋脱般衆化と呼吸困離感について

守門町雄，ほか 22 東京医制大学

9)慢性山山不全血者の筋内代謝回復は骨格筋肉。xygendeliverγに制限される

北部選大学花園亜希子，ほか 25 

減2秀司，ほか z8 

10)略吸性心的変動に関与する左室正変動の周滋数依存性

富山医科厳科大学

JI!見和m.Iまか 30 
11)亀性心筋梗:.症思患者忙お付る運動時夜aHt!I雌能の規定関子

閏立Me鰯痢センタ

ぽ.、 33木村和美，

-一般演題 W

12)低周賓ドプタミン負荷!U3'，コー法による心筋虚血の診断

A"此.omat岨Segment~!l MoバionAnalys陪を伺いた検討

山口大学

13)巡動負荷試験帰性例にお砂る冠動脈 MR∞ronary制限。".ρh，の倹討
徳島大学野村晶弘.ほか " 

毛利正憾 39 
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2)ドプタミ y負荷むエコー法の有周往左問題点ー有意冠動脈病変の検出能町

栂.. 都援選動改醤予測能についてー

車問芳樹，ほか 42 国制日極秘文学

3)畏服予後か勺みた急性心筋梗塞患者の仙沼量ドプタミン負憎むエコー図訟の

:l!義

茅野憾行.ほか 45 

4) Dipyridamole負荷"'Tl-SPECT検査にお妙る不盤脈の発生壊と際血性む快感

m.大移噌凶大嶋.ほか 48 

厳幽保健衡週巨大学 山ド正接.ほか 51 

6)虚血性心嘆忠におりる高速CincPhasc Co叫rastMRIによる冠陶流予備能

(CFR)の評価 三司院大字斎ilfi:子宮.ほか 54

5)ドゾタミン負荷 Tc-99m-tetrofosmin心筋シンチによる心筋桜準にお付る

心筋viabilityとむ筋血濃の喜平価

附仰大~

.総合討論 関
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